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札幌市議会第二部予算特別委員会記録 

令和７年（2025年）３月３日（月曜日） 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

●議題 付託案件の審査 

●出席委員 32名（欠は欠席者） 

    委 員 長  かんの  太  一       副 委 員 長  松  井  隆  文   

    委   員  高  橋  克  明       委   員  こんどう  和  雄   

    委   員  細  川  正  人       委   員  よこやま  峰  子   

    委   員  北  村  光一郎       委   員  小  竹  ともこ   

    委   員  伴    良  隆       委   員  川  田  ただひさ   

    委   員  藤  田  稔  人       委   員  小 須 田  大  拓   

    委   員  山  田  一  郎       委   員  福  士    勝   

    委   員  村  上  ゆうこ       委   員  中  村  たけし   

    委   員  あおい  ひろみ       委   員  水  上  美  華   

    委   員  森    基誉則       委   員  篠  原  すみれ   

    委   員  福  田  浩太郎       委   員  丸  山  秀  樹   

    委   員  好  井  七  海       委   員  わたなべ  泰  行   

    委   員  前  川  隆  史       委   員  小  形  香  織   

  欠 委   員  池  田  由  美       委   員  長  屋  いずみ   

    委   員  佐  藤    綾       委   員  荒  井  勇  雄   

    委   員  丸  岡  守  幸       委   員  山  口  かずさ   

    委   員  脇  元  繁  之 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

      開  議 午後１時 

    ―――――――――――――― 

●かんの太一委員長 ただいまから、第二部予算

特別委員会を開会いたします。 

 報告事項でありますが、池田委員からは本日か

ら３月19日まで欠席する旨、また、森山委員から

は前川委員と交代する旨、それぞれ届出がござい

ました。 

 議事に先立ち、審査方法について確認をいたし

ます。 

 質疑者、討論者及び答弁者は起立して発言する

こと、答弁を行う部長及び課長は冒頭に職及び氏

名を名のってから発言すること、なお、同一委員

への答弁が続く場合は最初だけでよいことといた

します。また、質疑及び答弁は簡潔を旨とし、前

置きなどは極力省き、内容の重複等も避けなが

ら、定められた審査日程のとおり進めることので

きるようご協力をお願いいたします。 

 それでは、議事に入ります。 

 議案第１号 令和７年度札幌市一般会計予算中

関係分ほか、付託議案13件を議題といたします。 

 質疑に先立ちまして、建設局長から発言をした

い旨の申出がございますので、これを認めます。 

●荻田建設局長  このたびは、発言の機会をい

ただきまして、誠にありがとうございます。 

 既に報道等でなされているところではございま

すが、２月26日の水曜日に、清田区の真栄３条２

丁目の道道真駒内御料札幌線におきまして、道路

の陥没が発生いたしました。発生から２日後の、

２月28日には仮の復旧をいたしまして、通行規制

を解除したところではございますが、その間、市

民の皆様には大変ご不便、またご心配をおかけし
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たところでございます。 

 今後は、しっかりと原因を調査いたしまして、

これからの対応等を、市民並びに議員の皆様にも

適宜お知らせしてまいりたいと考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

●かんの太一委員長  ご説明ありがとうござい

ます。 

 それでは、質疑を行います。 

 最初に、第６款 土木費 第１項 土木総務費

及び第２項 道路橋りょう費について、一括して

質疑を行います。 

●山田一郎委員  では、私からは、今冬の除排

雪作業と道路状況について、そして、手稲前田地

区における自転車通行空間の整備についての２

点、伺います。 

 札幌市では、昨年末に北区や東区でまとまった

降雪があり、北区では、降り始めからの降雪量が

40センチを超える積雪となりました。しかし、年

明け以降は極端な小雪傾向で推移し、新雪除雪も

出動回数が少なく、排雪量も例年に比べて少ない

状況だったと思われます。 

 道路の雪が少なく、私も運転しやすい状況で

あった一方、雪まつりの雪は大丈夫なのかとい

う、新年会などで町内会の皆様から、私もご意見

をいただいたところであります。 

 ところが、１月下旬から２月初旬にかけては全

市的にまとまった降雪があり、地域によっては４

日間で80センチ程度の降雪が観測され、短期間で

一気に積雪量が増加いたしました。今冬は、前半

は記録的な小雪、後半は皆様口を合わせて帳尻合

わせというようにどか雪があり、極端な気象に振

り回されるシーズンとなりました。 

 そこで最初の質問ですが、今冬における札幌市

の除排雪作業はどのように行われて、道路状況は

どうなっているのか、お伺いいたします。 

●茂木雪対策室長  今冬の除排雪作業と道路状

況についてお答えいたします。 

昨年末には、北区におきまして、大雪時のフェー

ズ１の判断基準であります積雪50センチを超える

状況となりましたことから、急遽体制を整えまし

て、一部の路線において、年内に前倒しで排雪作

業を行ったところでございます。 

 それ以降、１月下旬までは極端な小雪傾向が続

きまして、例年に比べて道路の通行幅も広く、円

滑な道路交通が長い期間確保されていたと認識し

ております。また、パートナーシップ排雪を申請

したものの、実施を取りやめるという町内会が多

くいらっしゃいました。その後でありますが、１

月下旬と２月中旬にまとまった降雪があったた

め、道路の通行幅が狭くなったという状況があり

ましたが、生活道路のパートナーシップ排雪作業

と並行しながら、幹線道路におきましても適宜、

拡幅除雪や交差点排雪を実施することで、円滑な

交通の確保に努めてきたところでございます。 

●山田一郎委員  北区では、前倒しの排雪を前

半はやっていましたが、どちらにしても小雪傾向

で、それまではよかったと。その中で、パート

ナーシップ排雪のキャンセルが出ているとのこと

でありました。シーズン前半の小雪を受けてキャ

ンセルの判断をした町内会が、これは多いと思い

ます。 

 しかしながら、その後、１月下旬や２月中旬の

まとまった降雪により、地域によっては、一度

キャンセルしたものの、現在の道路状況に苦慮し

ており、排雪を希望している町内会もあると聞い

ております。 

 そこで質問ですが、パートナーシップ排雪を

キャンセルした地域において、どのような対応を

取っているのか、伺います。 

●茂木雪対策室長  パートナーシップ排雪を

キャンセルした地域への対応につきましてお答え

いたします。 

 今年度のパートナーシップ排雪の申請団体は

1,352件でございました。そのうち、２月下旬時

点でキャンセルが300件程度出ているという状況

でございます。そのうち、降雪が少ない地域では

支障はないと思いますが、シーズン後半に降雪が

多かった北区や手稲区などからは、道路状況に苦



 

 

- 5 - 

慮しているといった声も一部寄せられているとこ

ろでございます。 

 キャンセル後の再申請につきましては、他の申

請団体の排雪日程に影響を及ぼしてしまうという

こともありまして、原則受け付けていないところ

でございますが、今冬の特殊な気象を加味しまし

て、除雪事業者の体制が確保でき、かつスケ

ジュールが町内会側の都合と合致した場合に限

り、再申請を受け付けているところでございま

す。 

 なお、パートナーシップ排雪をキャンセルした

地域も含めまして、排雪を実施していない生活道

路におきましても、できるだけ道路の通行に支障

が生じないよう、路面整正によるざくざく路面の

解消や、拡幅除雪による通行幅の確保に努めてい

るところでございます。 

●山田一郎委員  1,352件中300件のキャンセル

ということで、かなり大きなキャンセルが出たの

ではないかなと思います。このパートナーシップ

排雪の再申請、希望しましたが、調整がつかずに

断念した町内会は一定数あると考えられます。今

ご説明がありましたとおり、制度上の規定などが

あると思いますが、町内会は先の気象が読めない

中での判断に迫られ、やむなくキャンセルを実施

している状況でございます。そういった町内会

は、道路環境に苦慮していることが考えられるた

めに、必要に応じてスポット的な排雪を実施する

など、丁寧な対応をしていただきたいと思いま

す。 

 また、暖冬の影響で、雪質ですとか降雪パター

ン、これが平年と異なり、これが、除排雪作業や

市民生活に大きな影響を与えていると考えており

ます。例えば、今回、雪の量が少なくても気温が

高いために、雪の水分量がすごい多くなってし

まって、すごい重い雪で、除雪作業が通常以上に

大変になったという声を、私も、市民の皆様から

話を聞きました。気候変動に伴う雪質ですとか雪

量、この変動は、今後ますます顕著になる可能性

もあります。従来の除排雪体制では、対応は難し

くなると考えられます。今後は、今までの除排雪

体制とともに、降雪パターンに応じた対応の見直

しであったり、重たい雪を排雪することが難し

い、やはり雪が重たくなってくると、特に高齢者

の方はかなり大変だと伺っておりますので、そう

いった世帯へのサポートなど、新しい備えが必要

であると感じておりますので、適切な除排雪の在

り方について、具体的な検討と対策の強化、これ

をお願いして次の質問に移ります。 

 次は、手稲前田地区における自転車通行空間の

整備について質問いたします。自転車通行空間の

整備については、令和元年度より都心部において

矢羽根型路面表示の整備が進められ、令和６年度

には、いよいよ郊外駅周辺においても整備が進め

られることになりました。このような中、手稲区

前田連合町内会より、我が会派の和田勝也委員に

たくさんの相談が寄せられ、前田地区における自

転車通行空間の整備に関して、市長宛て要望書を

提出したと伺っております。 

 前田地区においては、北海道科学大学などの自

転車利用が多い学校が複数立地しており、令和５

年４月の北海道科学大学高等学校の併設開校によ

り、さらに自転車利用者が増加しており、歩行者

との接触事故等が懸念されております。 

 このような状況を踏まえ、前田地区における自

転車通行空間の整備をできるだけ早期に実施し、

自転車利用者だけでなく、歩行者にとっても安

全・安心な通行環境を確保すべきと考えていま

す。 

 そこで質問ですが、前田地区における自転車通

行空間の整備に向けて、これまでどのように取り

組んできたのか伺います。 

●藍原総務部長  前田地区における自転車通行

空間整備に向けたこれまでの取組についてのご質

問でございます。 

 前田地区におきましては、地区内での自転車利

用等の実態を把握するため、手稲駅周辺などにお

いて、令和５年10月と令和６年５月の２回、自転

車及び歩行者の交通量調査を実施したところでご
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ざいます。また、地区内の幹線道路などにおい

て、道路の幅員や車線数、交通規制の状況などに

ついて現地調査を行うとともに、手稲警察署とも

協議、調整を進めてまいりました。 

 これらの調査結果などを基に、本年２月に前田

連合町内会と検討を行いまして、今後の整備につ

いての協議が整ったところでございます。 

●山田一郎委員  前田地区における矢羽根型路

面表示について、前田連合町内会と今後の整備に

ついての協議が整ったとのことでありました。郊

外駅周辺における矢羽根型路面表示の整備に当

たっては、自転車や歩行者が集中する地下鉄駅及

びＪＲ駅の中心からおおむね500メートルの範囲

にある幹線道路を対象としていると聞いておりま

す。 

 しかし、多くの学生が自転車で通学している北

海道科学大学をはじめとする周辺の学校は、この

対象範囲を超えて立地していることから、自転車

利用の実態を踏まえて、より広範囲に整備路線を

設定する必要があると考えております。 

 そこで質問ですが、前田地区における矢羽根型

路面表示の整備路線について、どのように考えて

いるか、伺います。 

●藍原総務部長  整備路線についてのご質問で

ございます。 

 前田地区における整備路線の選定に当たりまし

ては、地元町内会との協議を踏まえ、自転車交通

量が多い手稲駅と北海道科学大学などの学校を結

ぶ幹線道路約７キロメートルを整備路線として設

定したところでございます。 

 この整備路線のうち、令和７年度は、自転車利

用者が最も多い北海道科学大学前の稲山通約1.5

キロメートルにおきまして、矢羽根路面表示の整

備を行う予定であり、それ以外の整備路線につい

ても、順次整備を進めてまいります。 

●山田一郎委員  前田地区における矢羽根型路

面表示の整備については、手稲駅と学校を結ぶ幹

線道路を整備路線に設定し、まずは令和７年度

に、北海道科学大学前の稲山通から整備を行う予

定であるとのことでありました。それ以外の路線

についても早期に整備を進めてほしいところであ

りますが、この矢羽根型路面表示は、耐久性や視

認性を確保するために特別な材料を使用してお

り、整備費用が高額になると聞いております。 

 今後、前田地区のみならず全市的に矢羽根型路

面表示の整備を推進していくためには、この整備

コスト縮減の取組が非常に重要であると考えま

す。 

 そこで質問ですが、矢羽根型路面表示の整備コ

スト縮減について、どのように取り組んでいくの

か、伺います。 

●藍原総務部長  矢羽根型路面表示の整備コス

ト縮減に向けた取組についてのご質問でございま

す。 

 矢羽根型路面表示の整備に当たりましては、委

員ご指摘のとおり、整備コストの縮減が大きな課

題であります。そのため、矢羽根型路面表示の設

置間隔を広げることをはじめ、安価な使用材料や

効率的な施工方法などについて、他都市の整備事

例なども参考にしながら整備コストの縮減に取り

組んでまいりたいと考えているところでありま

す。 

 なお、令和７年度に整備をいたします稲山通に

おきまして、試験的に、矢羽根型路面表示の設置

間隔を、現在の10メートルから例えば50メートル

に広げた上で、その間を青色の線で明示する整備

などを検討しておりまして、北海道科学大学の協

力の下、その整備効果などを検証してまいりま

す。 

●山田一郎委員  令和７年度に稲山通において

整備されるとのことであり、地域の願いが早期実

現に向けて進んでいくことは大変喜ばしいことだ

と思います。また、この北海道科学大学周辺にお

ける整備コスト縮減の取組が、できるだけ多くの

地区へ拡大していくことを期待しております。 

今後も引き続き、地域の声に耳を傾け、北海道科

学大学とも連携を図りながら、自転車利用者や歩

行者にとって安全・安心な通行環境を確保するた
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め、矢羽根型路面表示の整備を推進していくこと

を要望し、質問を終わります。 

●篠原すみれ委員  私からは、建設産業の担い

手確保・育成に係る助成制度について質問いたし

ます。 

 まずは、インターンシップ受入れの助成制度に

ついてです。建設産業は、社会インフラの整備や

維持はもとより、除排雪、災害対応など、地域の

守り手として重要な存在です。しかしながら、札

幌圏の建設関連職種の有効求人倍率は、2016年か

ら３倍を超え、2022年からは４倍を超える状況が

続いており、慢性的な担い手不足は喫緊の課題で

す。 

 このような情勢に対応すべく、札幌市は2015年

に建設産業を支援する各種助成制度を創設し、社

会的な役割を担う建設産業を支える一つの制度と

なっております。インターンシップの受入れや除

雪オペレーターの免許取得、ＩＣＴ導入など、六

つのメニューがあり、手続は簡便なものとなって

おります。そして、その利用件数は増加している

と聞いております。中でも、人材確保・育成に係

る助成に、インターンシップ受入れ企業に対する

ものがありますが、主に学生が実際に働く現場

や、そこで働く人を知ることで、建設産業をより

身近に感じられ、その結果、入職につながるとい

う効果が期待されるものです。実際、受入れをし

た企業から、参加した学生がそのまま入職したと

いう報告を聞いており、一定の効果があると感じ

ているところです。 

 一方、工業高校の学生数が減少傾向にある現状

を鑑みて、普通科の学生や転職を考えている方な

ど、インターンシップに参加する対象者が広がる

ような取組も重要と考えます。また、現在策定中

のさっぽろ建設産業活性化プラン2025（案）にお

いて、インターンシップの受入れ拡大に向けた助

成制度を拡充するという記載がございます。 

 そこで質問ですが、新たな担い手確保に向けた

インターンシップ受入れの助成制度について、ど

のような見直しを行う考えか、伺います。 

●小林土木部長  インターンシップ受入れの助

成制度の見直しについて、お答えいたします。 

 さっぽろ建設産業活性化プラン2025（案）で

は、普通科の学生など、多様な人材の確保に向け

た取組を進めることとしており、そのためにも、

インターンシップ受入れが拡大するよう支援して

いく必要があると認識をしております。 

 高校生が参加する職業体験イベントでのアン

ケート結果によりますと、希望した業種の企業に

１日職場体験できるイベントへの参加希望も多

かったという状況でございます。 

 そこで、来年度から、普通科の学生も気軽に参

加できるオープンカンパニーといった、これまで

は助成の対象としていなかった１日だけの受入れ

も助成対象として拡充することで準備を進めてい

るところです。 

 なお、１日だけの開催にも支援することで、学

生以外にも、転職を考えている方などが参加しや

すくなり、新たな担い手の確保につながるものと

考えております。 

●篠原すみれ委員  助成制度について、イン

ターンシップの受入れ日数の対象を拡充するとの

ことでした。 

 ご答弁にもございましたが、１日だけの開催も

追加することで、普通科の学生や転職を考えてい

る方も気軽に参加できるというメリットがあると

いうことでした。 

 そして、加えて、企業にとっても、日にちが短

く取り組みやすいというメリットがあるとも考え

ます。どのような生活スタイルであっても参加し

やすい環境をつくることは重要であるため、この

見直しが実効性のあるものとなるよう願い、次の

質問に移ります。 

 続いて、インターンシップの利用拡大の取組に

ついて質問いたします。 

普通科の学生は、ふだんの生活で建設産業に関わ

る機会が少なく、つながりも持ちづらいため、助

成対象を拡大するだけではなく、参加人数の増加

の対策には不十分ではないかという懸念がござい
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ます。学生の参加を増やすために、学生への業界

ＰＲのほか、インターンシップに参加を希望する

学生と企業とをつなぐ支援、いわゆるマッチング

をする支援も必要と考えます。 

 そこで質問ですが、より多くの学生にインター

ンシップに参加してもらうためにどのような取組

を考えているのか、伺います。 

●小林土木部長  インターンシップの利用拡大

に向けた取組についてお答えいたします。 

 市内の建設企業は、これまでも、工業高校など

の専門学科の学校とつながりを持ち、インターン

シップ受入れを行うなど対応しているところでご

ざいますが、普通科の学校については、ほとんど

つながりがない状況と聞いております。そのた

め、教育機関と連携をし、建設企業がインターン

シップを行っていることを、市内の普通科の高校

に広く周知を行うほか、インターンシップへの参

加に積極的な高校に本市が直接アプローチを行う

ことが効果的と考えております。 

 そこで、来年度から、様々な業種がある建設産

業に興味を持った学生が、希望する業種の企業と

つながることができるよう、本市が企業と学校、

双方の間を取り持つ支援を行うことで準備を進め

ております。 

●篠原すみれ委員  学生と企業とをマッチング

支援していくとのご答弁でした。 

 より多くの学生に本制度のことを周知していた

だき、利用していただくためには、教育機関との

連携も重要です。マッチング支援という新しい取

組は、単なる枠組みだけにとどまらない新しい視

点であり、企業と入職者の新しい出会いが広がる

ことに期待しまして、最後の質問に移ります。 

 これまで触れてきたとおり、新たな担い手確保

のための取組は非常に重要です。ただし、それと

同時に、入職した後の担い手育成に対する支援も

必要であると考えます。 

建設業と一口に言っても、土木や建築、電気

など、29業種ございまして、工事内容は様々で

す。それぞれの分野において、専門的な知識や技

術が必要であることに加えて、免許や資格の有無

は、請け負える業務や入札参加資格申請の可否な

ど、営業にたくさんの影響がございます。また、

就業者が資格や免許を取得し、できる仕事の幅が

広がることは、就業者自身の評価やエンゲージメ

ント向上につながり、離職防止にも効果があると

考えます。 

 ただし、企業からは、就業者の育成に関して、

免許や資格の取得にかかる費用面での負担が多い

ことから、行政の支援を求める意見も多く伺って

おります。 

 2024年第４回定例市議会の建設委員会では、建

設産業で活躍するために必要な資格や免許取得へ

の支援方法を検討しているとのご答弁があったと

ころです。 

 そこで質問ですが、就業者の育成や活躍に資す

る免許・資格取得に対して、どのような支援方法

を検討しているか伺います。 

●小林土木部長  就業者の育成や活躍に資する

免許・資格取得への支援についてお答えいたしま

す。 

 今後、普通科の学生など、新たな人材の入職を

進め、入職後も活躍していただくためには、免許

や資格の取得が必要と考えております。また、本

市が発注する工事や業務等においては、工事等を

適正に施行し管理するために、施工管理技士や技

術士といった国家資格等を有する技術者の配置を

求めております。 

 加えて、近年増加している入札不調は、これら

の技術者が不足し現場に配置できないことも要因

の一つと認識をしております。そのため、本市が

発注する工事や業務などの受注実績のある企業を

対象に、国家資格などの取得に要する受験料のほ

か、登録料や講座などの受講料の一部を助成する

制度を来年度から新設することで準備を進めてお

ります。 

 今後も、新たな人材の確保とともに、入職者の

育成や活躍につながる支援をしてまいりたいと考

えております。 
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●篠原すみれ委員  免許・資格取得に要する費

用に対する助成制度の新設を進めているとのこと

で、伺っていても、とても企業にとって大きなメ

リットがあるのではないかと感じているところで

す。 

 インターンシップの受入れや、免許・資格取得

への助成制度は、新たな人材の確保・育成のため

に、企業にとって必要な支援であり、行政だから

こそできる取組と考えます。また、建設産業の担

い手不足を解消するための対策は、助成制度以外

でも、労働環境の改善や生産性向上の取組なども

不可欠です。加えて、情勢に合わせた対策が求め

られます。業界と一体となり、持続可能な建設産

業の体制確保に向けた取組を着実に進めていただ

くことを要望しまして、私からの質問を終わりま

す。 

●丸山秀樹委員  私からは、路面下空洞調査に

ついてと山本通拡幅整備事業についての２項目、

質問をさせていただきます。 

 最初は、道路陥没の原因となる舗装路面下の空

洞対策についてからお伺いをさせていただきま

す。 

 冒頭、荻田局長のほうからお話がございました

が、２月26日に、清田区真栄の道道真駒内御料札

幌線で発生した道路の陥没につきましては、幸い

にも人的被害はなかったものの、マスコミでも大

きく報道をされましたことから、改めて、道路の

陥没に対する市民の関心の高さがうかがわれたと

ころでございました。 

 札幌市では、陥没発生直後から、北海道開発局

等の協力も得ながら掘削調査を行ったところ、今

回の陥没を引き起こした空洞部では、地下埋設管

や水道の漏水といったものではなく、直接的な原

因は不明とのことでございました。 

 一方で、通行規制の長期化による市民生活への

影響を考慮し、今後、短期間で同様の陥没が発生

する可能性が低いということを確認した上で、道

路の復旧作業を開始し、２月28日の夕方、仮復旧

し、現場の通行規制が解除されたところでござい

ます。 

 札幌市においては、今回の陥没による影響を最

小限にとどめるために全力で取り組まれたことと

思いますが、やはり、原因が特定されていないと

いうことについては、不安を感じる道路利用者も

いることと思います。 

 そこで質問ですが、今回の陥没の原因の特定

と、それまでの間の道路の安全確保をどのように

行っていくのか、お伺いをいたします。 

●竹本維持担当部長  今回の陥没では、市民の

皆様をはじめ、多くの方々にご不便とご心配をお

かけしております。今後も、関係部局が一丸と

なって対応に当たってまいりますので、ご理解と

ご協力をお願いいたします。 

 それでは、私から、ただいまのご質問にお答え

いたします。 

 委員からお話がございましたとおり、空洞部分

の掘削調査では、空洞の範囲内に陥没の原因とな

るものは確認されなかったところでございます。 

 掘削調査の結果につきまして、関係機関と検討

を行った結果、今後、短期間で同様の陥没が発生

する可能性が低いと考えられることや、現地の積

雪状況、掘削部分の露出による２次災害のリスク

などを考慮すると、掘削調査を継続するよりも、

他の手法による原因究明が望ましいと判断し、掘

削部分の仮復旧を行ったところでございます。 

 現在、空洞が発生した原因は特定されておりま

せんが、今後、原因特定に向けて、有識者等によ

る検討委員会を早急に立ち上げ、具体的な調査手

法等の検討を行う予定であり、委員の選定などを

進めているところでございます。 

 また、原因特定までの安全確保につきまして

は、当面の間、毎日、午前と午後、各１回、徒歩

による目視点検を実施するほか、２週間に１回、

地中レーダーによる空洞調査を実施し、地上と地

下の両面から、現場周辺の状況を重点的に監視い

たしまして、異常の早期発見に努めてまいりま

す。 

●丸山秀樹委員  今回の件につきましては、さ
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きに、埼玉県八潮市におきまして大きな事案が

あったということもございまして、メディアでも

大きく取り上げられたことから、やはり市民の関

心も高く、我が会派に対しても多くの問合せがご

ざいました。 

 つきましては、様々なツールを用いて迅速な、

そしてまた、正確な市民への情報発信も、とても

重要であるというように考えておりますので、こ

のことはしっかり指摘もさせていただきたいとい

うふうに思います。 

 次に、路面下空洞調査について、お伺いをさせ

ていただきます。 

 我が会派は、かねてより、災害時における救援

活動や物資輸送に重要な役割を果たす緊急輸送道

路について、舗装路面下の空洞の発生状況を計画

的に調査すべきであるということを訴えさせてい

ただいておりました。 

 札幌市では、緊急輸送道路等を対象とした計画

的な路面下空洞調査を平成27年度から開始をし、

令和６年度で10年が経過をしたところでございま

す。この間、調査路線における空洞の発生状況な

ど、非常に膨大なデータを取得してきているもの

と思われます。毎年の調査で確認をされた危険な

空洞を復旧するだけではなく、これまで蓄積して

きたデータを分析し、より有効な取組につなげて

いくことが、緊急輸送道路等における防災減災対

策のより一層の推進には欠かせないものと考えま

す。 

 そこで質問ですが、これまでの空洞調査の実施

状況と今後の取組について、お伺いをいたしま

す。 

●竹本維持担当部長  これまでの空洞調査の実

施状況と今後の取組についてお答えいたします。 

 札幌市では、平成27年度からの10年間で、延べ

3,108キロメートルの空洞調査を実施してきたと

ころでございます。調査で確認した空洞は、ほと

んどがごく小規模なものではございますが、累計

で1,200か所を超える空洞について復旧措置を

行っております。 

 これまでは、平成25年度の緊急輸送道路全線の

空洞調査で確認された空洞の数に応じて、３年、

５年、10年の調査頻度を設定して調査を実施して

きております。 

 令和５年度からは、これまでに蓄積してきた調

査記録を基に、路線や地域的な空洞の発生傾向

や、経年的な空洞の大きさの変化について分析を

行っております。その結果を基に、単純な空洞の

数だけではなく、将来的な陥没発生リスクを加味

して、調査の範囲や頻度の見直しを図った上で、

令和７年度以降の空洞調査計画を策定したところ

でございます。 

 今後は、当該計画に基づき空洞調査を実施いた

しまして、緊急輸送道路等における防災減災対策

のより一層の推進に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

●丸山秀樹委員  既に3,000キロを超える調査

をこれまでも行ってきたと、そしてまた、令和５

年度からはそうした傾向の分析をしっかり進めて

いくというようなお話もございました。 

 全国で、この道路陥没の発生数が毎年増加する

中、例えばですけれども、神奈川県の藤沢市で

は、定期的な道路陥没調査を通じて、調査会社と

東京大学、そして市が連携をして、陥没につなが

る４項目の要因、これを分けて評価できる仕組み

というのを開発したというふうに伺っておりま

す。 

 具体的に、その４項目とは、表層の地質が砂質

土であること。そして、二つ目として、地下水が

地表から３メートル以内に流れているというこ

と。三つ目に、下水道管の形式が古く合流式のも

の、札幌市も非常に合流式が多いかと思いますけ

れども。四つ目として、汚水を下水道に流す下水

取付け管が一定のエリア内に密集していると。こ

うした項目に当てはまる地域を可視化して、地図

で示し、多く当てはまるほど陥没の可能性が高ま

るという陥没ポテンシャルマップというものを作

成し、優先度として役立てているというように

伺っております。 
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 札幌市におきましても、今後の取組の中で、こ

うした取組を計画の中に生かしていただいて、よ

り実効性のある空洞対策につなげていただくこと

を期待するところでございます。 

 次に、路面下空洞調査の入札方式について、お

伺いをいたします。 

 路面下空洞調査は、地表から目視できない空洞

を地中レーダーにより探査するものであり、調査

結果の妥当性を発注者が直接確認することが難し

い業務でございます。このため、調査業務の発注

に当たっては、価格による競争だけではなく、入

札参加者の技術力を的確に評価し、より高度な技

術力を持つ事業者と契約をすることで、調査精度

の向上を図っていくことが重要であると考えま

す。 

 このことについては、以前にも我が会派から、

他都市における総合評価やプロポーザル方式の入

札事例を紹介した上で、札幌市においても技術評

価を行う入札方式の導入の検討を要望させていた

だいたところであります。 

 そこで質問ですが、札幌市の空洞調査における

技術面を評価した入札方式の検討状況について、

お伺いをいたします。 

●竹本維持担当部長  空洞調査における技術面

を評価した入札方式の検討状況についてお答えい

たします。 

 札幌市では、平成28年度から総合評価落札方式

を採用し、価格と技術力の双方を総合的に評価し

た上で受託者の選定を行っているところでござい

ます。また、プロポーザル方式につきましては、

他都市の事例を参考に導入の可否を検討しており

ますが、入札手続に時間を要することや入札参加

者の費用負担が大きいことなど、整理が必要な課

題もございますので、引き続き検討を進めてまい

りたいと考えております。 

●丸山秀樹委員  引き続き検討を進めていくと

いうお話でもございました。 

 最後に、この件について、要望をさせていただ

きたいというふうに思います。 

 まず、札幌市の管理路線であります真駒内御料

札幌線の一部で発生した道路陥没につきまして

は、有識者からは、厚別川が近いことから地下水

の影響で埋め戻しの砂が流れたのではとの意見が

あったほか、事業者からは、季節変動による地下

水の上下変動で地盤が下がってしまったのではな

いか、さらには近隣で土木工事が行われていた影

響も考えたほうがよいのではとの意見が寄せられ

ているところでございます。また、胆振東部地震

以降、地盤に変化が起きているのではなど、様々

懸念される話も伺っているところでございます。 

 今回の清田区の緊急調査では、陥没底面の確認

と土層断面の確認が行われましたが、掘削深が

3.9メートルともなれば、土留施工するなどの調

査を安全に行うことも留意が必要かというふうに

考えます。今回は、壁面が自立していたので崩れ

ることはなかったというふうに伺っておりますけ

れども、緊急とはいえ、調査では、安全に十分留

意して行っていただくことを求めたいと思いま

す。 

 今後も、札幌市内の地下公共インフラも更新時

期を迎え、これからも市内各地で埋め戻しが行わ

れ、地下構造のバランスに全く影響がないとは言

えないものと思われます。特に、過去の道路生

成、地下インフラの埋め戻し等は、その時々の施

工方法によって行われており、使用した材料、資

材も変わってきていることから、路面空洞調査に

ついては今後も持続的に、より高い精度で進めて

いただくことを求めまして、次の質問に移らせて

いただきます。 

 次に、厚別区の山本通の拡幅整備事業について

質問をさせていただきます。 

 山本通はＪＲ厚別駅の西側に位置し、ＪＲ函館

線とＪＲ千歳線と交差する南北の道路でございま

す。この山本通の周辺には、大谷地流通業務地区

や厚別山本公園があり、平日は物流、休日はレ

ジャーの目的で、自動車交通にとって重要な道路

となっております。また、同じく周辺には中学校

や高校があり、歩行者や自動車の通行が多く、地
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域の方にとっても重要な道路でございます。私も

以前、この地域に事務所を構えていたこともあ

り、地域の方から多くの声をいただいているとこ

ろであります。この山本通は、自動車交通で、

朝、夕に頻繁に渋滞が起きていること、また、地

域の方にとっては、ＪＲ函館線をまたぐ山本跨線

橋に、幅員が2.5メートルの歩道が片側にしか設

置がされていないということも課題であると認識

をしております。特に、歩道や路肩が狭いため

に、通行する自動車との距離が近く、擦れ違い時

には危険を感じることがあること、また、雨天時

には自動車通行による歩道への泥はねなども起き

ており、安全で快適な通行空間が十分に確保され

ているとは言い難い状況にございます。 

 こうした課題があることから、山本通が拡幅さ

れることは地域の長年の悲願になっていると言っ

ても過言ではありません。 

 そこで質問ですが、山本通拡幅整備事業につい

て、現在の進捗状況についてお伺いをいたしま

す。 

●小林土木部長  山本通拡幅整備事業の現在の

進捗状況についてお答えをいたします。 

 本事業は、２車線の区間1,620メートルを４車

線に拡幅するものであり、北13条北郷通から南側

へ山本跨線橋を渡って厚別東橋までの延長1,080

メートルのいわゆる跨線橋工区と、北13条北郷通

から北側へ厚別通までの延長540メートルの山本

川工区の、二つの工区に分けて工事を実施してお

ります。このうち、山本川工区につきましては、

これまで地域の皆様のご協力を得ながら着実に工

事を進めてきたところで、雪解け後のこの春には

４車線としての供用の開始を予定しており、円滑

な通行環境が確保されることとなります。 

 一方の跨線橋工区につきましては、交通が集中

する跨線橋を通行止めにして拡幅事業を行うこと

はできないことから、現在の橋の隣に新橋を整備

した後に、現在の橋を架け替えて道路を拡幅する

ものでございます。令和４年度から工事に着手し

ており、令和７年度は、ＪＲ函館線より北側の上

部工など、引き続き新橋を施工いたしまして、二

つの橋を合わせた４車線化は令和15年度を目指し

ているところでございます。 

●丸山秀樹委員  ただいまの答弁で、北13条北

郷通から厚別通までのこの区間につきましては、

雪解け後に車道が４車線に拡幅される状況である

ということで、渋滞の緩和につながることを期待

したいというふうに思います。 

 一方で、山本跨線橋を通行止めにすることなく

拡幅工事を進めるために、橋を一つ新しく造るだ

けではなくて、現在の橋を架け替えるなど、複雑

な工程になるということから、工期が約10年以上

にわたるということでもございました。地域の方

にとりましては、現在の山本跨線橋を利用する度

に感じる歩きづらさに加えて、長い間、工事が続

くことにより、工事による影響は少なからずある

ものと考えます。このことから、跨線橋工区につ

いても、できるだけ早期に工事が完了することが

望まれるところであります。 

 また、山本跨線橋については、地域の歩行者の

ほかに、通学などの自転車利用者に加え、物流や

レジャーの自動車利用者など、様々な利用者がお

り、工事期間中にそれぞれの関心の視点が異なる

ことを踏まえて、長期間にわたって生じる通行へ

の影響について説明を行っていく必要がある、こ

のように考えます。 

 そこで質問ですが、山本通のこの跨線橋工区に

ついて、地域の方や利用者に対する説明方法につ

いて、お伺いをいたします。 

●小林土木部長  跨線橋工区における地域の皆

様や利用者に対する説明方法についてお答えをい

たします。 

 山本跨線橋は、地域の方だけではなく、自動車

や自転車などで渡る方など様々な方に利用されて

いる重要な道路であり、利用者ごとの視点に立

ち、工事の各段階に応じて利用者に合わせた説明

を行う必要があると認識をしております。 

 このため、地域の方に対しては、跨線橋の利用

方法の変更のほか、跨線橋の側道と、それに交差



 

 

- 13 - 

する周辺道路の通行止めの情報などについて、工

事手順の区切りとなるタイミングなど、都度、機

会を捉えて説明を行ってまいります。また、自動

車や自転車で跨線橋を渡る方に対しても、交通切

替えによる影響などについて、現地にお知らせ看

板を設置するほか、広報媒体や関係者団体を通じ

た案内など、様々な手法を用いて広く周知を行っ

ていきたい考えでございます。 

 以上のように、地域の方に加えまして、自動車

や自転車で跨線橋を渡る方々に十分な説明や周知

を行いながら、着実に工事を進めてまいりたいと

考えております。 

●丸山秀樹委員  最後に要望させていただきま

す。ただいま答弁がありましたように、この山本

跨線橋の工事期間の周知については、地域に対す

る丁寧な周知と、そこを利用する利用者に対する

情報発信、それぞれの方法が、やはり行われる必

要があるものと思います。 

 地域への説明と理解に併せて、特になんですけ

れども、厚別高校があるかと思うんですけども、

ここはやはり自転車で通う生徒などがたくさんい

らっしゃいます。このＪＲ函館線を挟んで遠回り

をしていただくことにも今後なろうかと思います

ので、学校側にも丁寧な説明を行っていく必要が

あるものと思います。複雑な工事は今後さらに10

年以上かかるとのことでしたが、この通りの交通

量の多さからいっても、工事をするにも大変なこ

とというふうに思いますけれども、ぜひとも１年

でも早く工事完了していただくことを求めて、私

の質問を終わります。 

●長屋いずみ委員  私からは、除雪体制に関し

４点質問をさせていただきます。 

 世界の主要都市の中でも、１年間の累計降雪量

が５メートルにもおよび、人口196万人を超える

札幌市にとって、冬季の道路維持管理に対しては

非常に高いニーズがあります。昨年度の市民意識

調査でも、力を入れてほしい政策は除雪が15年連

続１位であったことに表れていると思います。 

 除雪は、グレーダーやロータリーなど、主に除

雪機械によって施工されており、市民生活に与え

る影響は大きく、そのため、除雪機械はいつで

も、その機能を十分に発揮できることが求められ

ております。 

 そこで質問ですが、札幌市の除排雪体制に係る

除雪関連車両についての状況を伺います。また、

除雪機械の更新について、事業者からの要望です

とか意見など、把握されていれば併せて伺いま

す。 

●茂木雪対策室長  除雪関連車両の状況、それ

から、除雪機械の更新についての事業者からの要

望、意見につきましてお答えいたします。 

 札幌市の除排雪体制におきましては、札幌市が

保有して除雪事業者に貸与している機械の台数は

430台でございます。 

 除雪事業者が確保している機械、これは約

1,000台ぐらいということで、全体で約1,400台の

除雪機械で作業を行っているという状況でござい

ます。 

 除雪事業者が保有している除雪機械の動向につ

きましては、令和４年度に道路維持除雪業務を受

注した196社を対象に、経過年数や、この先３年

後、５年後にも機械を確保していけるかというこ

となどについて、アンケート調査を行ったところ

でございます。 

 経過年数につきましては、特に大型ロータリー

の老朽化が顕著でございまして、全体で160台あ

る機械のうち、一般的な機械の耐用年数15年程度

を10年以上経過した台数が約半数の70台となって

ございます。また、除雪事業者からは、買換えを

考えたいが、昨今の物価高騰などにより、機械の

値段も大幅な上昇が続いておりまして、なかなか

更新が難しく、このままですと、除雪事業から撤

退ということも考えなければならないというよう

なご意見もあったところでございます。 

 老朽化した機械は、故障の頻度が高くなる傾向

にありまして、補修費もかさんでくるということ

でございますので、維持、それから保有を続けて

いくことがだんだん難しくなりますが、除排雪体
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制を維持していくためには、現状の台数を今後も

確保していく必要があるというふうに考えており

ます。 

●長屋いずみ委員  事業者保有の機械は、老朽

化、もしくは老朽化リスクが非常に高い状況とい

うことが分かりました。適時に点検や修理を行っ

ていたとしても、処理能力、作業スピードが非常

に遅くなってしまうのではないでしょうか。 

 そこで、次の質問ですけれども、除雪機械の老

朽化が原因と思われる作業中の故障などの状況に

ついて、把握しておりましたら伺いたいと思いま

す。 

●茂木雪対策室長  除雪機械の老朽化が原因と

思われる作業中の故障の状況につきましてお答え

いたします。 

 老朽化が原因と思われる作業中の故障としまし

ては、例えばグレーダーの電気系統が故障してエ

ンジンが止まってしまうと。その結果、作業の継

続が困難になるといったような事例が１シーズン

に数件発生しているところでございまして、その

際には、ほかで作業している機械をやりくりする

などによりまして、可能な限りの対応を行ってい

るというところでございます。 

 なお、除雪事業者が保有する機械に深刻な故障

が発生して使用できなくなってしまいますと、十

分な除雪体制が確保できなくなってしまいます。

そうした場合に備えて、札幌市が機種ごとに故障

時緊急貸与機械を用意してございまして、修理に

必要な期間、その機械を貸し出して対応している

ところでございます。 

●長屋いずみ委員  故障時の緊急車両も用意し

て対応しているということでした。 

 先ほど、次の質問をしようと思いましたところ

はご答弁されておりましたので、約400台の所有

除雪関連車両、先ほど、車両の更新基準は約15年

と話されておりましたので、一般的な更新の目安

として15年、こういった中で本市は、貸出し機

械、更新基準内が多いと思いますけれども、民間

事業者への売払い、この機械は更新基準を過ぎた

ものが多いと思います。そういった車両も本市の

除排雪体制を担っているわけです。建設機械の部

品の安定供給については、多くのメーカーがおよ

そ10年から15年程度としておりました。ですか

ら、使用年数が長期化した車両の部品調達には時

間を要し、修理期間も長期化することが想定され

ます。 

 先ほど、エンジンが止まった、こういったこと

が数件発生しているというご答弁もありました。

即日の修理が可能であれば、除雪作業への影響を

最小限に抑えることはできますけれども、修理期

間が長期になれば、本市の予備車両の確保などで

対応するにしても、機械不足による作業の遅延、

停滞、これは市民の生活にも非常に大きな影響を

及ぼすと懸念いたします。 

 また、点検や修理が発生することも多くなっ

て、売払いを受けた事業者、車両維持費がかかっ

ていきます。更新するとなれば、除雪車両価格は

以前の購入価格の1.5倍から２倍、グレーダーや

大型ロータリーだと2,000万から4,000万円ですか

ら、安定した企業経営でなければ、機械の更新も

できないと思います。 

 そこで、本市は毎年計画的に、本市の保有する

除雪車両を更新しておりますけれども、本市所有

の除排雪車両の台数を増やすことを検討すべきと

思いますけれども、いかがか伺います。 

●茂木雪対策室長  本市所有の除雪機械の台数

を増やすことを検討すべきということのご質問か

と思います。 

 除雪機械の中でも、グレーダーですとか大型

ロータリーですとか、除雪作業以外にはなかなか

汎用性が低く、除雪事業者での更新が難しい機種

につきましては、市保有機械を増やして対応して

きているところでございます。 

 今後につきましても、除雪事業者への聞き取り

ですとかアンケート調査によりまして状況を把握

しまして、更新することが難しいなどの理由によ

りまして札幌市保有機械の対応要望があった場合

には、台数を増やして対応してまいるということ
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を考えていきたいと思います。 

 今後も除雪事業者の意向を踏まえながら、安定

的な除雪体制の確保を行えるよう努めてまいりた

いと考えております。 

●長屋いずみ委員  聞き取りをしながらという

ことでしたけれども、何よりも冬期間の市民生活

を守るため、ここを重視していただきたいと思い

ます。 

 更新台数を増やすこと、本市の努力が必要だと

申し述べて、質疑を終わります。 

●藤田稔人委員  私からは、すすきの地区にお

ける放置自転車対策について質問させていただき

ます。 

 札幌市の都心部においては、これまで駐輪場の

整備と放置禁止区域の指定を段階的に進めてきて

おり、放置自転車の状況が大きく改善されてきて

おります。放置禁止区域については、南北は北９

条線から国道36号まで、東西は創成川通から西８

丁目線まで指定されており、大型の地下駐輪場な

どの整備と併せて放置自転車対策に取り組んでき

ているところです。 

 一方、国道36号より南側のすすきの地区におい

ては、駐輪場は路上駐輪場しか整備されておら

ず、また、放置禁止区域に指定されていないた

め、路上に多くの自転車が放置されている状況と

認識しております。 

 すすきの地区は、札幌観光の中心となる繁華街

で、札幌の顔とも言うべき地域であり、市民はも

ちろんのこと、多くの観光客の方々が訪れてお

り、歩道上のたくさんの放置自転車が通行の妨げ

になっていることは、非常に大きな課題であると

考えております。 

 そこで質問ですが、すすきの地区における駐輪

状況がどのようになっているのか、お伺いいたし

ます。 

●藍原総務部長  すすきの地区における駐輪状

況についてのご質問でございます。 

 札幌市では例年、自転車の利用が多い夏場に、

地下鉄、ＪＲ駅周辺や都心部の駐輪状況を調査し

ておりまして、すすきの地区に関しましては、南

北は国道36号から南６条線まで、東西は創成川通

から西６丁目線までの区域において、午前、午

後、夜間と、三つの時間帯で調査を行っておりま

す。昨年の８月から９月にかけて実施した調査結

果では、午前約540台、午後約860台、夜間は約

1,400台の駐輪台数となっておりまして、夜間に

なるにつれ駐輪台数が増える傾向にございます。

すすきの地区におきましては、９か所333台分の

路上駐輪場を設置しておりますが、夜間において

は駐輪場内を除き1,000台を超える自転車が歩道

上に止まっている状況でございます。 

●藤田稔人委員  すすきの地区では、夜につれ

て駐輪台数が増える傾向にあり、夜間では約

1,000台の放置自転車が歩道上に止められている

ということでございました。 

これだけの自転車が路上に止められている状

況では、安全・安心な通行空間の確保が難しく、

また、乱雑に置かれた自転車によって街の景観を

損ねてしまっていると考えております。誘導整理

も行っていると思いますが、全ての自転車を整理

しているとは言い難く、大きな課題であると考え

ております。 

 一方、1,000台もの放置自転車を解消するには

大規模な駐輪場の整備が必要でありますが、すす

きののような都心部で必要な用地を確保すること

は難しく、課題解決には、かなりの時間を要する

と考えております。 

 そこで質問ですが、すすきの地区の放置自転車

対策について、これまでの取組状況はどのように

なっているのか、お伺いさせていただきます。 

●藍原総務部長  すすきの地区における放置自

転車対策、これまでの取組状況についてのご質問

でございます。 

 すすきの地区では、これまで路上駐輪場の整備

を進めてきたほか、誘導整理員を配置し、自転車

利用者への指導啓発、誘導整理に努めてきたとこ

ろであります。しかしながら、委員ご指摘のとお

り、全ての自転車を誘導整理することは困難であ
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りまして、多くの自転車が歩道上に止められてい

る現状を踏まえ、札幌市をはじめ、すすきの観光

協会や町内会などの地元の関係者、警察などの関

係機関で構成をいたしますクリーン薄野活性化連

絡協議会におきまして、今年度、新たに駐輪対策

プロジェクトを設置し、これまでに２回ほど対応

策について議論を行ってきたところでございま

す。 

 今後は、これまでの議論を踏まえ、放置自転車

対策の解消に向け、できることから順次取り組ん

でいくとともに、引き続き、プロジェクト会議に

おいて効果的な対策を検討してまいります。 

●藤田稔人委員  今年度、クリーン薄野活性化

連絡協議会の中で駐輪対策プロジェクトを新たに

立ち上げ、放置自転車解消に向けて取り組んでい

るとのことでございました。 

 地元関係者と意見を交わしながら駐輪対策を進

めていくプロセスは、非常に重要な視点でありま

すし、ぜひ地元からもご協力を仰ぎながら、引き

続きプロジェクト会議を通じて検討を進めていた

だきたいと思います。また、できることから順次

取り組んでいくということですが、すすきの地区

の中においても駐輪状況に傾向が見られると思い

ますので、優先度などを十分検討し、整備を進め

ていただきたいと思います。 

 そこで質問ですが、具体的にどのような対策に

取り組んでいくつもりなのか、お伺いさせていた

だきます。 

●藍原総務部長  すすきの地区における放置自

転車対策、具体的な取組内容についてでございま

すが、プロジェクト会議での議論を踏まえ、まず

は、すすきのの顔とも言える札幌駅前通を対象

に、国道36号から南６条線の区間において対策を

行う予定であります。 

 当該区間には、現在67台分の駐輪場を設置して

おりますが、約290台の自転車が歩道上に止まっ

ている状況にございます。そのため、現在の駐輪

台数に見合う路上駐輪場を新たに整備することと

し、その上で、放置禁止区域の指定を行いたいと

いうふうに考えております。さらに、当該区間の

既存の駐輪場を含め、新たに設置する駐輪場には

利用者が自転車をきれいに並べることができるよ

う、自転車ラックの導入について検討を行ってい

るところであります。 

 また、適正な駐輪場の利用を促すため、すすき

の地区で働く方々や、地下鉄利用者などに対する

啓発活動につきましても、力を入れて取り組んで

まいります。 

 これらの取組につきましては、令和７年度の実

施に向けて検討を進めており、実施後の状況等も

検証した上で、当該プロジェクトにおいて、さら

なる効果的な取組を検討してまいります。 

●藤田稔人委員  繰り返しになりますが、すす

きの地区は札幌観光の中心といえる地区であり、

特に駅前通は非常に多くの人々が往来している場

所でありますので、できるところから早急に対策

に取り組んでいただきたいと思います。 

 放置禁止区域の指定も行う予定とのことでござ

いますので、啓発活動なども引き続き併せて行い

ながら、放置自転車を抑制し、ゆくゆくは大型駐

輪場の整備も視野に入れて取り組んでいただきた

いと考えております。 

 また、すすきの地区においては、放置自転車を

解消するだけではなく、例えば、花や緑化活動等

によっておもてなしをして、訪れる観光客の満足

度をさらに高めるような取組も必要であると考え

ております。客引きや、たばこのポイ捨てなど、

たくさんの課題を抱えておりますが、まずは放置

自転車の問題を解決することから始めて、すすき

の地区のイメージアップを図るよう、積極的に取

り組んでいただきたいと思います。 

●水上美華委員  私からは、本市内にあります

街路灯のＬＥＤ化及び老朽化対応について質問い

たします。 

 委員長、質問に入ります前に、質問の内容で、

個人や町内会が保有する私設街路灯についてなの

ですけれども、音で聞くと、市が管理している街

路灯と混同される場合がありますので、あえて私
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設街路灯ということで表現させていただきますの

で、よろしくお願いいたします。 

 初めに、街路灯のＬＥＤ化について伺います。

おととし11月の水銀に関する水俣条約第５回締約

国会議で、2027年末までに、蛍光ランプの製造、

輸出入を廃止することが決定しました。これによ

り、ＬＥＤ照明の計画的な更新が必要となってい

るところであります。 

 街路灯に関しましては、光熱費の削減が見込め

るＬＥＤ灯のニーズが高まっている影響で、ＬＥ

Ｄ以前の主流でありましたナトリウムランプが需

要の減少により製造が終了となると聞いており、

ＬＥＤ化の推進は迅速に進めていかなければなら

ない施策となっております。 

 これまでの取組として、現状の街路灯のＬＥＤ

化は、老朽化したナトリウム灯などの更新に合わ

せて着実に進められていると認識しております。

しかし、本市の管理する街路灯は約15万基ありま

して、今述べたような社会課題を踏まえると、よ

りスピード感を持った対応が必要ではないかと考

えます。 

 特に、市内に約２万8,000基ほどあると言われ

ております自立式の単独柱のＬＥＤ化は、これま

で建て替えによる更新時に合わせて対応しており

ますけれども、建て替えが年約200から300本程度

というふうに伺っておりまして、このままのペー

スで間に合うのかというような不安も感じている

ところでございます。 

 そこで質問ですが、本市で管理する街路灯は、

現状どの程度ＬＥＤ化されているのか。また、今

後ＬＥＤ化をより推進していくために、どのよう

に対応していくのかお伺いいたします。 

●竹本維持担当部長  札幌市で管理する街路灯

の現状と、今後のＬＥＤ化についてお答えいたし

ます。 

 本市では、約15万基の街路灯を管理しておりま

すが、そのうち約10万5,000基が既にＬＥＤ化さ

れております。ＬＥＤ化率は約７割となっている

ところでございます。 

 その内訳としては、ＬＥＤ化が比較的容易な電

柱への共架式が約９割であるのに対して、自立式

の単独柱は約２割であり、ＬＥＤ化が低い状況で

ございます。これまでの単独柱のＬＥＤ化は、委

員ご認識のとおり、老朽化した街路灯の建て替え

時に行ってまいりました。今年度からは、柱部分

のみの補強補修という、建て替えより安価な老朽

化対策も進めており、それに併せて灯具をＬＥＤ

に交換するといった、これまで行っていなかった

手法にも着手し、ＬＥＤ化のさらなる推進を目指

しているところであります。 

●水上美華委員  本市の現状は理解いたしまし

た。また、今後は単独柱のほうも新たに、補強補

修ですか、これによる老朽化対策に併せてＬＥＤ

化も進めていくということでございますので、

きっとスピード感がかなり上がってくるものと期

待をするところであります。 

 一方で、町内会や商店街、さらには個人が管理

しております私設街路灯についても同様に、ＬＥ

Ｄ化の推進が必要なのは明らかであり、老朽化対

策も待ったなしの状況と認識をしております。 

 そこで、私ども会派といたしましては、2022年

第１回定例市議会の予算特別委員会で、この私設

街路灯の、特にこの単独柱の老朽化対策について

質問をさせていただきました。その中で、町内会

等が管理するこの街路灯について実態調査を実施

したというような答弁がありまして、今後の対応

は検討していくというところでございました。 

 私ども会派といたしましては、この実態調査を

踏まえて、老朽化に伴う早急な対応が必要になる

街路灯については、撤去等の対策費等々含めて、

しっかりと検討をしていただきたいということを

求めてきたところでございます。 

 そこで質問ですが、調査の結果、私設街路灯の

どのような実態が把握できたのか、その結果を受

けて、課題解決に向けて、これまで本市としてど

のように取り組んできたのか伺います。 

●竹本維持担当部長  私設街路灯の実態調査の

結果と、その後の取組についてお答えいたしま
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す。 

 実態調査の結果、単独柱を所有している団体の

うち、約４割で点検や状況確認が行われていない

こと、約８割の団体では、設置時期を把握してい

ないことなどが判明したところでございます。 

 また、本調査における町内会等からの回答を集

計したところ、私設の単独柱の数は、少なくとも

900基はあることを把握しております。これらの

結果を受け、札幌市では、町内会等に対し、老朽

化した街路灯に対する注意喚起の文書を送付した

ところであり、それに加えて、2023年７月には撤

去費用への補助制度を新設し、老朽化した街路灯

の撤去を促進する取組を進めているところであり

ます。 

 また、私設街路灯への補助制度の活用促進のた

め、まちづくりセンターへのポスター掲示など、

各種広報を定期的に実施しております。これらの

取組により、ＬＥＤ化された私設街路灯は札幌市

に引き継がれており、その数は着実に減少してお

ります。 

●水上美華委員  実態調査の結果を踏まえて、

この注意喚起が進められていること、また、この

私設街路灯への撤去費も含めて補助制度を強化し

てきているということは、実態調査が適切に生か

されているものと理解いたしますし、一定の評価

をしたいと思います。 

 しかし、アンケート調査のほう、私も詳しく中

身を見させていただきました。ご答弁にもありま

したけれども、おおよそ、全部で664団体のう

ち、回答があったのが576団体ということでござ

いまして、まず、88団体はまだ回答がないと。さ

らには、単独柱の点検等々をしていないところが

４割あり、また設置年数が分かっていない団体が

８割というところでございまして、いささか、や

はり不安を感じるところであります。私設街路灯

とはいえ、道路の安心・安全に寄与するという役

割は、やはり本市が管理している街路灯と同様で

あり、適切に維持管理が行われる必要があると思

います。実態調査後に注意喚起が行われており、

補助制度についても周知が行われているというこ

とではありますが、老朽化した街路灯が取り残さ

れることがないようにすることが何よりも重要で

あり、より一層の支援が必要ではないかと思いま

す。 

 そこで質問ですが、今後の私設街路灯の老朽化

対策への支援についてどのように取り組んでいく

のか、伺います。 

●竹本維持担当部長  私設街路灯の老朽化対策

への支援に関わる今後の取組についてお答えいた

します。 

 老朽化した街路灯が取り残されることがないよ

うにするためにも、設置、撤去等に関する各種補

助制度が十分に活用されることが重要でありま

す。本市の補助制度の内容は、他の政令市と比べ

ても遜色ないものと認識しておりますが、制度創

設から一定の年数が経過しているものもあり、昨

今の社会情勢や町内会運営の実情等を踏まえ、柔

軟に見直す必要があると考えております。私設街

路灯のＬＥＤ化、老朽化対策は喫緊の課題である

と認識しており、スピード感を持って進めていく

ためにも、今後はより積極的に制度を活用してい

ただけるよう、支援拡充の可能性も含めて検討を

進めてまいります。 

●水上美華委員  補助の活用を上げていくとい

うことで、支援の拡充、また柔軟な見直しも考え

ていきたいということでございました。 

 ほかの自治体ではありますけれども、報道等々

で見ていますと、倒壊した街路灯の破損が原因で

けがをしたというようなことも、これまでも何件

も発生してまいりました。そして、市が保有して

いる、私設で保有している、そこは区別なくいき

ますけれども、街路灯の倒壊というのが本市でも

過去にありまして、たまたま夜中に発生している

ということで、今までけが人がないということ

で、大事がなかったというところでありますけれ

ども、やっぱり老朽化している街路灯の把握とい

うものは、やはり市民にしてみましたら、市で建

てているものなのか、私設なものか分からないも
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のですから、そこはしっかりと注視をしていただ

きたいと思います。令和３年度末現在で、札幌市

が把握している私設の街路灯、おおよそ9,000基

というふうに伺っていたんですけれども、今回こ

のアンケート、共架灯と単独柱、全部合わせてで

すけれども、アンケートで返ってきたのは6,000

基、およそ、ここでも3,000基ぐらいの差が出て

おります。 

 最後、要望になりますけれども、どうか正確

な、まずはこの実態の把握、そして効率的な対応

策の検討、これを確実に進めていただくことを求

めまして、私の質問を終わります。 

●前川隆史委員  私からは、持続可能な除排雪

について伺いたいと思います。 

 さきの代表質問では、持続可能な雪対策の実現

に向けて、今後、常設の札幌市雪対策審議会を設

置して、様々な観点に基づく多角的な議論や検討

を進めると、こういったご答弁があったところで

ございます。 

 札幌市の雪対策が今後も持続可能であるために

は、引き続き安定的に除排雪が行われていくこと

が必要不可欠でございますが、少子高齢化の影響

もございまして、様々な業種、業界も人手不足が

深刻な状況となってきておりまして、除雪事業に

おきましても、除雪機械のオペレーターをはじ

め、作業員の高齢化などが大きな課題となってき

てございます。このまま高齢の作業員が引退をし

て若者が入ってこない状況が続けば、札幌市の除

雪作業が成り立たなくなってしまうとの懸念の声

が多く聞かれております。人手不足がかなりのス

ピードで、様々な分野に目に見える形で現れてき

ております。現に、市内の民間路線バスにおいて

は、運転手不足により、バス路線の廃止や減便が

行われてございます。しかし、除雪事業において

は、人が足りないからといって、除雪する路線を

減らすというわけにはいかないわけでございま

す。 

 そこでまず伺いますが、今後の除雪事業の担い

手の動向について、どのように認識をしているの

か、まず伺いたいと思います。 

●茂木雪対策室長  除雪事業の担い手の動向に

関する認識についてお答えいたします。 

 直近の2022年度に実施した道路維持除雪業務受

託者を対象としたアンケート調査におきまして、

除雪機械のオペレーターにつきましては、その年

齢構成が、30代以下が約２割程度であるのに対

し、50歳以上が半数以上を占めているといった状

況となってございます。 

 また、新規入職者に関しましては、除雪事業の

主な担い手である建設業につきまして、2023年度

の札幌圏での有効求人倍率は約４倍と、慢性的に

人材が不足している状況となってございます。現

状としましては、除雪事業者にご尽力いただきな

がら、高齢のオペレーターの方が引退せずに何と

か続けてくださっていることや、時間外労働等に

より作業を行っていただくことで、除雪体制を何

とか維持できているところでありますが、数年後

には必要な作業員が確保できなくなるということ

が懸念されるところであります。 

 そこで、現在、除雪機械の１人乗り化ですとか

提出書類の電子化といった、ＩＣＴの活用等によ

る作業の省力化・効率化、それから、労働環境の

改善を進めるとともに、小学生を対象とした雪体

験授業や、高校生を対象とした職業体験イベント

の実施等による除雪事業の魅力向上に取り組んで

いるところであります。 

●前川隆史委員  ありがとうございます。数年

後には必要な作業員が確保できなくなる、そんな

ことが想定されるおそれがあると、そういったお

話でございました。 

 担い手不足の対策として、ＡＩをはじめとする

近年の技術革新は目覚ましいものがございまし

て、国の研究機関等では、除雪機械の操作を補助

するシステムですとか自動運転の研究も行われて

いるようでございますが、現状では、山間部の道

路で使用可能になったという程度の段階で、建物

や歩行者が多い市街地で使えるようになるには、

まだまだ先のように感じるところでございます。 
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 一方で、現在進められている生活道路除排雪の

在り方検討において、市内の約７割の生活道路で

行われているパートナーシップ排雪に代えて、残

り３割も含めて札幌市が排雪を行うことを検討し

ていく、そういう上ではさらなる体制の強化が必

要になってくることも考えられるわけでございま

す。 

 そこで伺いますが、少し先の将来に向け、担い

手不足への対策として、生活道路除排雪につい

て、現状の体制の見直しを検討する必要があると

考えますが、いかがかお伺いたいと思います。 

●茂木雪対策室長  担い手不足の対策としまし

て、生活道路除排雪について、現状の体制の見直

しを検討する必要があるのではないかというご質

問でございます。 

 現在行っている生活道路除排雪の試験施工につ

きましては、これまで排雪の作業には使用してい

なかった、歩道の除雪に使う小型ロータリーの活

用などによりまして、将来的に作業員が２割程度

減ったとしても施工可能な手法であるかといった

ことなどについて検証を行っているところであり

ます。 

 今後は、これらの検証結果も踏まえまして、体

制の見直しも含め、来年度設置予定の札幌市雪対

策審議会において、引き続き持続可能な除排雪体

制の在り方について検討してまいります。 

●前川隆史委員  ありがとうございます。 

 作業員が２割減でも、除排雪体制を回せるかど

うか、そういったことも含めながら、新しい審議

会でしっかり検討していきたい、こんなお話でご

ざいました。 

 これまで、除排雪はひたすら現状の中で努力す

るという取組でございましたが、除排雪作業を

もっと省力化しても社会が回るような、大きくほ

かの分野にわたっての検討ですとか見直し、発想

の転換が必要になってくるかと思います。 

 例えば、雪への対応力をさらに高めたインフラ

の在り方ですとか、そもそも除雪作業が最小限で

済むような住宅の普及ですとか、そうした住宅整

備に対する助成金制度の設立など、今までのライ

フスタイルのリニューアルを進めていく、こんな

ことも必要なんじゃないかというふうに思ってお

ります。 

 札幌市民約190万人の冬の生活を支える雪対策

は関心の高い施策の一つであり、今後、パート

ナーシップ排雪の見直しですとか審議会での議論

などを進めるに当たっては、市民の理解を得なが

らも、除排雪体制の再構築にも進んで取り組まな

ければならないと思います。本当に、これまでに

ない大きな転換期を迎えているというふうに思っ

ております。 

 そこで最後に、これまで大変長きにわたり札幌

市の雪対策にご尽力いただきました荻田建設局長

に伺いたいのでございますが、その前に簡単に、

この春、退官と伺っておりますので、私のほうか

ら荻田建設局長の経歴について若干触れさせてい

ただきますが、昭和62年に札幌市役所に入庁され

まして、若い頃は主に道路整備事業や交通対策に

も従事されてこられたと伺っております。その

後、平成17年に雪対策室に配属となりまして、札

幌市民が最も関心の高い除排雪事業の最前線で奮

闘されました。特に、平成23年に、除雪業務に道

路維持業務を含める夏冬一体化の取組を全国展開

もされております。さらには、新たな雪対策の基

本計画として、安心・安全で持続可能な冬の道路

環境の実現を目指すべき将来として設定した、札

幌市冬のみちづくりプラン2018の策定をリードす

るなど、札幌の除排雪行政のど真ん中でご活躍さ

れてこられました。 

 このように、札幌市の除排雪行政の化身とも

言っても過言ではない荻田建設局長に、最後に、

札幌市の雪対策についての思いをお聞かせいただ

き、私の質問を終わりたいと思います。 

●荻田建設局長  過分なるお褒めの言葉をいた

だきまして、大変恐縮するとともに、大変光栄に

思っているところでございます。 

 札幌市の雪対策に関する私の思いということで

ございます。今、前川委員のほうからもいろい
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ろ、雪対策、今後の課題とかとありましたが、

今、特に注目されております生活道路の除排雪、

これに関して、私の思いというか考えをちょっと

述べさせていただきたいと思います。 

 私は、今ご紹介いただきましたとおり、20年前

の平成17年に、雪対策室に配属となりました。そ

の後、幸いにも、現行の冬のみちづくりプラン

2018と、実を言うと、その一つ前の10年前のプラ

ン、この２回にわたり、10か年計画の計画策定に

携わったところでございます。 

 思い返しますと、この２回のプランにつきまし

ては、策定時から将来的な担い手不足というのが

大きな課題となっておりました。ただ、この20年

間につきましては、既にご案内のとおり、除雪に

関わる建設業界の方々が、撤退した企業、あるい

は人手を何とか穴埋めするなどしまして、業界全

体で、何とかこの体制を維持していただいておる

ということでございます。ただ、一方で、その次

の10年、あるいはその20年先もこれが可能かと考

えると、非常に私自身は危機感を抱いているとこ

ろでございます。 

 また、パートナーシップ排雪につきましても

様々な課題がございます。例えば今シーズンも、

地域の支払額につきましては、地元の負担の軽減

をするということを目的に、令和３年度の金額、

具体的に言いますと、キロ当たり51万6,400円、

これを据え置いているところでございます。それ

でも、もう既に各委員の方々ご案内のとおり、地

元では、この町内会加入率の低下などから、それ

すらも捻出が難しくなっているという声を伺って

いるところでございます。 

 そこで、体制面ですとか、あるいは地域の負担

などに将来的な懸念がある中、現行のパートナー

シップ排雪制度は果たして持続可能なのか、これ

に代わる手法を検討すべきではないかという議論

に札幌市内では至ったところでございます。 

 こうした背景を基に、昨年の11月に生活道路除

雪排雪の在り方検討会がございますが、こちらに

おきまして、排雪量を抑制しつつ、札幌市が現在

パートナーシップ排雪を行っていない残りの３割

も含めまして、全ての生活道路を排雪する案、こ

れをケーススタディの一つとしてご提示させてい

ただいたところでございます。これにつきまして

は、あくまでも案の段階でございますので、これ

から、来年度設置予定の札幌市雪対策審議会など

におきまして、様々な観点からご議論いただくこ

とになろうかと思います。もちろん、この議会の

中でもご議論いただくことになろうかと思いま

す。私どもといたしましては、今後の体制ですと

か、あるいは施工性などを勘案しまして、これな

ら持続可能な取組として進めていけるのではない

かという思いを持ちまして、この案をご提案させ

ていただいているところでございます。 

 ただ、私としましては、長く雪対策室に関わっ

た者といたしまして、現役時代にこれらの課題、

これを解消できなかったということに、極めてじ

くじたる思いがございます。後輩の皆さんに、こ

ちらの後ろにいる後輩の皆さんに、これからの雪

対策を託してまいりたいというふうに考えている

ところでございます。 

 少し長くなりましたが、議会の皆様におかれま

しては、引き続きのお力添えをよろしくお願いい

たします。 

●伴 良隆委員  大変、前川委員の過分なる質

問の後でやりにくいのでございますが、すみませ

ん、私は不法占用物件対策について、前川委員の

後にやらせていただきます。 

 実は、昨年の秋でございますけども、記憶によ

れば、私のほうに市民の方から厳しいお声が届き

まして、ここからそんなに離れていないところの

道路上に、非常に大きなというのでしょうか、建

物がありまして、それはいわゆる不適切、不法の

占有ではないかといったお話があったものですか

ら、現地に見に行きましたら、そうだなというこ

とで、その場で、担当する土木センターのほうに

問合せをさせていただきました。しかし、あまり

私どもとしては釈然としないような、そんなよう

な気分がいたして、すぐ藍原部長に、こういった
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案件があるので興味を持っていただきたいという

ふうにお伝えをしたところでございます。 

 当該の場所でございますけれども、あえて特定

はしませんが、歩道上に建物の一部がはみ出して

歩道を塞いでいて、明らかに道路占用だと、不法

の占用だというふうに思います。 

 そこで質問でありますが、道路を管理する札幌

市として、この状況を把握されているのかどう

か、また、把握しているのであれば、この建物の

所有者に対しましては、これまでどのような指導

を行ってきたのか。そして、今後どのように対処

していくのか確認をしたいと思います。 

●藍原総務部長  道路の不法占用への対応に関

するご質問でございます。 

 委員ご指摘の建物による道路の不法占用に関し

まして、札幌市といたしましては、平成31年２月

に市民からホームページ上にお問合せがあり、把

握をしたところであります。このお問合せを受

け、速やかに関係部局において建物の所有者に対

し指導を行いましたが、不法占用状態の解消には

至らず、その後につきましては、令和２年度から

令和４年度の間は、新型コロナウイルス感染症の

影響もありまして、継続した指導を中断しており

ました。令和５年度からは、おおむね月１回の頻

度で定期的に指導を行っておりますが、現時点に

おいても不法占用状態は解消されておりません。 

 現在、建物の所有者からは、自ら除却するとの

誓約書の提出を受けておりますが、万が一この誓

約書の内容が守られない場合は、除却命令を行

い、それでもこの命令に従わない場合につきまし

ては、行政代執行を見据えて対応する予定であり

ます。 

●伴 良隆委員  どうもありがとうございま

す。行政代執行もあり得るといったことをご示唆

いただきました。 

 ちょっと厳しくお伝えしたいと思いますけど

も、平成31年に当該のこの通報があって、動いて

いただいたところでありますけれども、それ以

降、令和５年まで、私、お伝えして入手しました

けれども、経緯、経過が出てこなかったですね。

特に記録が残っていないということで、対応され

たかされていないか、これは記録がないので何と

も言えませんけども、少なくとも、あれから多く

の年月がかかっていると。 

 一方で、行政代執行までのフローというのは、

非常に緻密にフローがあります。これは、お相手

さんの動産、不動産に関わることですから、なか

なか手をつけようにも手がつけづらいというか、

なれないというか、そういったことなので、着実

に踏んでいかないといけない。でも、そのフロー

の感覚は、まさかこの４、５年までかけてくださ

いなんていうのはどこにも書いていないわけでご

ざいます。 

 後ほど申しますけれども、微細なものから細か

いところまで目に届くかどうか、厳しく言うかど

うかはまた別物だと思いますけれども、やはり、

これだけ市民の目にさらされて、素人から見ても

明らかにおかしいなというものが、やっぱり行政

が認識しているのにもかかわらず、行政代執行ま

で至るかどうかも含めてですけども、これだけ時

間がかかっていると。対応ぶりも記録に残ってい

ないというのは、これは大きな問題だと私は思い

ます。ここは厳しく指摘をさせていただきます。 

 そこで、今度は全体に目を向けてまいりたいと

思います。私のほうでお問合せをさせていただい

て、様々なものの不法占有、不適切な占有という

のが各10区でどれぐらいあるかという問合せをさ

せていただきましたところ、残念ながら、把握さ

れているようなところとされていないところとい

うのが、差異が大きく見受けられます。それが本

当の実態なのかどうかが私には分かりません。た

だ、本当にこのままでいいのかなという、非常に

疑問が残っております。先ほどの指摘と一緒でご

ざいます。 

 そこで、市内で相当数、この不法占用というも

のがあるんじゃないかなというふうに思うとき

に、その大中小はいろいろありますけれども、ど

んな状況か確認したいと思います。 
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 札幌市が把握している市内全域の不法占用物件

の種類や件数、さらには指導によって是正につな

がった件数を伺いたいと思います。また、この中

に、先ほどの事案のように、歩道の機能を著しく

阻害しているような事案が含まれているのかどう

かを確認します。 

●藍原総務部長  市内全域におけます道路の不

法占用物件の状況についてのご質問でございま

す。 

 初めに、不法占用物件の種類と件数についてで

ありますが、令和２年度から現在までの累計件数

では、家屋や倉庫などの建物類が41件、立て看板

やのぼりなどが264件、ビルに設置されている看

板などが99件となっております。 

 このうち是正されたものは、建物類が26件、立

て看板やのぼりが206件、ビルに設置されている

看板が75件でありますが、依然として不法占用が

是正されていないものもあるため、引き続き指導

を継続してまいります。 

 次に、道路の機能を著しく阻害するような不法

占用についてでありますが、現時点で１件把握し

ております。委員ご指摘の事案と同様、歩道上に

建物が飛び出しているものであり、除却に向けた

指導を継続しているところであります。不法占用

物件に関しましては、札幌市全体として把握し切

れていないものが相当数あると考えており、ま

た、各区で把握している件数にも大きな差がある

ことから、まずは不法占用の実態を把握していく

ことが必要であると考えているところでありま

す。 

●伴 良隆委員  まずはどうもありがとうござ

います。 

 実際に市民の通報があった件で、ちゃんと動い

ていないのではないかというのが私の第１問目で

した。ここは指摘をさせていただいた。 

 問題は、今後どうやって動くかということもあ

るんですけど、どうやって主体的に把握をしてい

くかという、今の藍原部長の答弁を担保するに

は、札幌市の職員として、外部委託も含めて本当

にできるのかどうかという、ここを確認したかっ

たわけであります。 

 私も事務分掌、市の職員の事務分掌を見させて

いただいて、細かいことは申しませんけど、それ

ぞれ事務分掌の中に、もう既に入っていますね。

不法占用物件の是正指導、把握も含めて、ちゃん

と書かれています。それから、不法占用物件の除

却に関する取扱い要領も事細かに書いてありま

す。先ほどの代執行も含めてですね。そして、こ

れは委託も含めてですけど、道路管理パトロー

ル、よく道路を走っていますけども、そういうと

ころにおいても、道路の不法占用及び不法使用の

監視調査というものがきちんと業務の中に入って

います。 

 その他、すぐそばですけど、看板が落ちてき

て、重症、重体というふうな事案が当時あったこ

とについても質問させていただきましたけれど

も、こういったところのチェックにおいても、す

べからくそうではないですけども、いろいろな広

告物も含めた占用物件というのもチェックをされ

ているというふうに聞いております。そこで、そ

ういったことで、網の目のように、やろうと思っ

たらできることがあると思うんです。あとは、ど

こまでやるかという部分がすごく大事なことで、

限られた人数で、全てをやるというのはなかなか

難しいし、あまり、微に入り細に入り、あれはこ

うだというふうなことを言うのも、なかなか人の

生活というものはありますから、商いもあると思

うので、この辺は皆さん方の把握とともに、動き

方にもよるのかなというふうにも思っておりま

す。ただ、やはり、明らかにこれはというふうな

部分、それから、注意してもなかなか是正に至ら

ないもの。こういったものは、やはり市民も見て

いますから、じゃあ、あそこがいいんだったらい

いじゃないかというふうなことになっても困りま

すし、やはり通報もあったり、きちんと目に見え

て分かるものがあれば、そこはきちんと、まず、

お相手の不動産、動産でありますので、何とかご

協力をといったところから、やっぱりなかなか是
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正がされないのであれば、やっぱり短期的にもど

んどんとそのランクを上げて、きちんとした対応

をしていただきたいわけであります。 

 そこで質問になりますけど、今後、道路の不法

占用への対応について一体どのように進めていく

のか、伺います。 

●藍原総務部長  道路の不法占用への対応につ

いて、今後どのように進めていくのかとのご質問

でございます。 

 現在、委員ご指摘のとおり、不法占用につきま

しては、道路パトロールや市民からの通報などに

より把握をしているところでありますが、今後に

つきましては、道路パトロールによる調査を強化

することに加え、例年、看板を中心に実施をして

おります道路占用の物件調査におきまして、例え

ば建物など道路への影響が大きいものを調査対象

に加えることなどについても検討をしてまいりま

す。また、各区土木センター職員をはじめ、道路

占用を担当する職員を対象に研修を実施するな

ど、職員の知識の向上を図りまして不法占用への

対応力を高めてまいりたいというふうに考えてお

ります。 

これらの取組を通じまして、不法占用の状況

をしっかりと把握し、是正に取り組み、その中で

も、特に道路に大きな影響を及ぼすものにつきま

しては、時機を逸することなく厳正な姿勢で臨ん

でまいります。 

●伴 良隆委員  藍原部長、ありがとうござい

ます。厳正なということが、行政ですから、そこ

は、厳しいところは厳しくといったことは必要な

のかなというふうにも思っております。 

 これは、私が問合せをさせていただいたのは昨

年の秋でございます。その後、南区のほうで、

ちょっと案件が違いますけれども、不法、不適切

な土地利用とかというふうなことが話題になっ

て、代表質問もされていましたけども、程度の問

題なんだという人もいますけれども、これをどう

扱っていくかということは非常に大切なことなの

かなというふうに思っています。なので、やはり

ルールがあるので、それに準じて、先ほどのよう

に大中小、いろんなものがありますけども、やっ

ぱり大、まず大をしっかり抑えていく。そして、

そこに対して適切に、丁寧に、そして迅速に対応

していくといったことが、札幌市の市政として表

れてくるというふうに思います。そうすると、中

とか小とかの部分も、自ら市民がどうするかとい

うふうなことにつながっていきますので、そんな

全てを把握するのは大変だという話じゃなくて、

まず、私の手元にしっかりとした10区のグラフ

を、きちんとこういう件数があるんですというふ

うなグラフが出てくるようなことにしていただく

ことが、その証左になるのかなというふうに思っ

ております。 

 指摘するのは簡単です。どうやってやっていた

だくかも、これも大変なことなので、今日はこの

辺にいたしますけれども、ぜひ、藍原部長、厳正

なというお話、ここを各10区の担当者の方々、ま

た、民間のほうでの、その委託する方々にもご協

力をいただいて、そして結果的には、そういった

ことで不法占有をされているような方々にも、是

正にご協力いただけるような、そういった循環を

しっかり作っていただきたいと、このことをお願

いしたいと思います。 

●中村たけし委員  私のほうからは、大きく二

つのテーマ、札幌市における道路工事、道路の

オーバーレイ工事について。もう一つが、優良技

術者への表彰制度について。大きく二つお伺いを

いたします。 

 まず一つ目、オーバーレイ工事の実績と使用材

料の検討について、伺います。 

 札幌市が管理する道路は、約5,600キロメート

ルです。これは、札幌から沖縄の石垣島をＵター

ンして帰ってくる距離ということで、長い距離を

管理しているということになります。 

そのうち、片側２車線以上の幹線道路が約575

キロメートルで、補助幹線道路が約840キロメー

トルということになっております。 

 札幌市は、今年度から幹線道路と補助幹線道路
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を合わせて、オーバーレイ工事の予算を年間約40

億円に倍増して、計画的に修繕を進めることとし

ております。 

 そこで、まず質問ですけれど、今年度のオー

バーレイ工事の実施延長についてお伺いをしま

す。 

●竹本維持担当部長  今年度のオーバーレイ工

事の実施延長についてお答えいたします。 

 まず、幹線道路のオーバーレイ工事の実施延長

は約19キロメートルであり、補助幹線道路の実施

延長は約22キロメートルでございました。これら

を合計すると、約41キロメートルのオーバーレイ

工事を実施しており、昨年度実績の約27キロメー

トルから14キロメートルほど増加したところでご

ざいます。 

●中村たけし委員  今年度のオーバーレイ工事

の実施延長が41キロ、前年度の27キロから41キロ

に延びましたという答弁でございました。 

 今年度は、前年度から実施延長が増えたという

答弁だったんですけれど、年間で計画している

オーバーレイ工事の延長は、この40億円に倍増す

ると、約50キロになるんじゃないかというふうに

伺っております。この計画延長に実施延長が届い

ていないということであります。41キロですか

ら。このままの状況では、幹線道路と補助幹線道

路の舗装の状態がさらに悪化していくのではない

かなというふうに懸念がされるところでございま

す。 

 そこで質問ですけれど、このオーバーレイ工事

の計画延長と実施延長が乖離している理由につい

て伺います。 

●竹本維持担当部長  オーバーレイ工事の計画

延長と実施延長の乖離の理由についてお答えいた

します。 

 今年度のオーバーレイ工事は、交通量が多く修

繕の優先度が高い幹線道路の割合が多くなってお

りまして、夜間施工や多くの交通誘導警備員の配

置が必要となるなど、標準的な路線に比べて工事

費用が高くなる傾向となりまして、計画延長と実

施延長に差異が生じたものでございます。 

 今後も物価上昇が見込まれることから、現地調

査の結果と設計内容を精査し、また発注ロットを

工夫するなど、経済的で効果的な発注計画に努

め、計画と実施の乖離をなるべく抑えつつ、より

一層、優先度を見極めながら事業を進め、安全安

心な通行環境の維持を図ってまいりたいと考えて

おります。 

●中村たけし委員  交通量が多いところを優先

して、警備員の確保など、難しい状況があったと

いう答弁がありましたけれど、しっかり進めてい

ただきたいというふうに思っております。 

 札幌市が舗装修繕計画に基づいてオーバーレイ

工事を着実に進めていくということは、期待する

ことでありますけれど、その一方で、舗装修繕サ

イクルを安定化させるためには、オーバーレイ工

事の施工に際して、劣化しにくい舗装材を使用し

て、舗装の延命化を図る取組が不可欠であるとい

うふうに考えております。 

 我が会派では、2024年、昨年の第４回定例市議

会の代表質問で、舗装の延命化には再生50％アス

ファルトを使用するべきだというふうに質問をい

たしました。答弁では、昨年３月に改定された国

の技術基準において、再生骨材の配合率が高いほ

ど劣化しやすいという見解が示されて、幹線道路

の試験舗装区間においても、再生50％アスファル

トと比べて、再生100％、全部再生のアスファル

ト材を使うと劣化が確認されたために、2025年度

以降、交通量の多い幹線道路では、再生50％の使

用を基本として、道路の耐久性と品質の維持に努

めるという答弁がありました。 

 その一方で、補助幹線道路は再生100％のアス

ファルトの使用を継続するとしていたわけであり

ますけれど、今後、今以上に劣化が進行するとい

うことが懸念をされるために、早期に、この補助

幹線道路で交通量の多いところについては、再生

50％アスファルトに変更するということが望まし

いのではないかなというふうに考えております。 

 そこで質問ですけれど、補助幹線道路も再生
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50％アスファルトに切り替える検討を、新年度、

来年度から始めるべきだと考えておりますけれ

ど、どのように考えているのか、お伺いをいたし

ます。 

●竹本維持担当部長  補助幹線道路における再

生50％アスファルトの使用についてお答えいたし

ます。 

 2020年度には、再生100％と再生50％を比較す

る試験舗装を実施しておりますが、補助幹線にお

いては現在特段の劣化が見られていないこと、ま

た、リサイクルの観点等から、現時点では再生

100％の使用が適切だと考えております。 

 一方で、国の技術基準によると、再生骨材配合

率の高い再生100％アスファルトの数年後の劣化

も懸念されるところでございます。 

 したがって、2025年度から、国の研究機関など

にも相談しながら品質の確認を行い、補助幹線道

路の再生アスファルトの使用材料について調査・

検討してまいりたいと考えております。 

●中村たけし委員  2025年、来年度から品質の

確認をして検討していきたいという答弁でありま

した。 

 今の時期は、除雪などもあって生活道路が中心

ですけれど、幹線道路でもかなり道路が傷んでい

る状況があります。こういったところのオーバー

レイをしっかりして、交通量の特に多いところは

夏場においてもオーバーレイが剝がれてぼろぼろ

になるというところがありますので、そのところ

をしっかりと補助幹線道路においても見ていただ

いて、アスファルト材については、自然環境の観

点から、いわゆるエコの観点からは100％のアス

ファルト材を使うということを理解しないわけ

じゃありませんけれど、やはり50％を使って長も

ちさせるということも必要になってきますので、

その兼ね合いについてはしっかりと検討していた

だきたいというふうに思います。 

 次の質問ですけれど、次は、優良技術者への表

彰制度についてお伺いします。最初は、優良技術

者の表彰制度について、個人への表彰制度という

ものについてですね。 

 北海道開発局では、2005年度の品確法、品質確

保法の施行を受けて、総合評価落札方式の適用拡

大を進めておりまして、2007年度以降は、ほぼ全

ての工事で総合評価落札方式の適用をしておりま

す。また、同時に、工事の品質の確保と向上に主

眼を置いて、優良な受注企業や技術者の表彰制度

を設けることによって、企業や技術者の能力や技

術力の向上などを図りまして、結果的に、品質の

高い工事を確実に施工できる企業を選定するとと

もに育成していくということを目的として取り組

んでいるということを聞いております。 

 一方で、札幌市においては、現在のところ、優

良な受注企業への表彰制度のみ設けておりまし

て、総合評価落札方式の一部の方式で評価項目に

設定しているということはありますけれど、優良

な技術者、技術者個人への表彰制度というものは

設けておりませんので、技術者の能力や技術力の

向上などといった面では不十分ではないかなとい

うふうに思うところがあります。 

 こういった違いもあることから、主に札幌市の

工事を受注している建設事業者の皆さんから、技

術者確保が年々困難化しておりまして、ベテラン

技術者の意欲を確保することのほか、若手技術者

の能力の向上や転職を防ぐということについて苦

労しているという声を耳にします。このような状

況を防ぐためには、北海道開発局や北海道のよう

に、優良な技術者個人への表彰制度も有効である

というふうに聞きます。特に、高齢化の進行が顕

著な建設業にとっては、ベテラン技術者の皆さん

の意欲を保ってできるだけ長く勤めてもらうとと

もに、ベテランから技術力を学んだ若手技術者の

流出を防ぐということは、本当に喫緊の課題であ

るというふうに思います。 

 そこで質問ですけれど、工事に係る技術者の確

保や能力の向上の観点から、札幌市においても優

良な技術者を対象とした表彰制度を導入するべき

と考えますが、いかがかお伺いします。 

●浜岸道路工事担当部長  優良な技術者を対象
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とした表彰制度の導入についてお答えいたしま

す。 

 建設局土木部におきましては、建設業界の技術

レベルと意欲の向上を促し、請負工事の品質と優

良な施工体制を確保することを目的に、1981年か

ら、本庁土木部と各区土木部で発注した工事を対

象として、優秀施工業者の表彰を行ってきたとこ

ろでございます。 

 また、近年は、市民の安全・安心な生活の守り

手である建設産業の体制維持が課題となっている

ことから、今後、従事者に対する適正な評価や処

遇改善など、担い手確保に向けた取組が重要であ

ると考えているところでございます。 

 ご質問のありました優良な技術者を対象とした

表彰制度につきましては、技術者の意欲を高め、

各企業が担い手を確保する上で有効な方策の一つ

となり得ると考えられることから、まずは同様の

表彰制度を持つ他都市の状況や建設業界の意向も

把握し、導入した場合の事業効果などについて検

討してまいりたいと考えているところでございま

す。 

●中村たけし委員  優良な技術者を対象とし

て、同様の表彰制度を持つ他都市の状況などを鑑

みて検討していきたいという答弁がありました。 

 二つ目の質問に行きますけれど、今度は、受賞

実績を総合評価落札方式の評価項目に加えていく

のはどうかということの質問に入りたいと思いま

す。 

 建設業については、除雪や災害復旧などを通し

た地域の守り手であるというふうに多くの皆さん

は感じております。供用性であったり、安全性の

高い社会資本を継続的に確保していくためにも、

この建設業の皆さんは欠かせない存在でありま

す。 

 札幌市では、2020年にさっぽろ建設産業活性化

プランを策定しまして、建設業の魅力発信や働き

方改革、生産性向上などに取り組んでおりまし

て、業界からも一定の評価を受けていると聞いて

おります。 

 しかしながら、さらなる人口減少や急激な物価

高の影響などもありまして、より効果的な改善を

求めることが多いこともあり、２期目の計画とな

るさっぽろ建設産業活性化プラン2025の策定に向

けて、今、取り組んでいるわけでありますけれ

ど、建設業界としては、より有効な取組につい

て、できるだけ速やかに実施していくことを望ん

でいるというふうに思います。特に、技術者の確

保といった喫緊の課題に対応していくためには非

常に重要度が高いというふうに言えます。そう

いった対応として、例えば、優良技術者表彰を、

先ほど質問したように新設をして、その受賞実績

を総合評価落札方式の評価項目に加えることに

よって、優秀な技術者にとっては、これまで以上

にその会社から高い評価が得られますので、会社

にとっても必要性が高まるというふうに思いま

す。意欲の確保のほか、技術者皆さんが、その表

彰を受けようということで、能力の向上につな

がっていくというふうにも考えます。 

 そこで質問ですけれど、今後は開発局や北海道

のように、優良技術者表彰の受賞実績を総合評価

落札方式の評価項目にも反映するよう検討してい

くべきだと考えますけれど、いかがかお伺いしま

す。 

●浜岸道路工事担当部長  技術者表彰の実績

を、総合評価落札方式における評価項目に反映さ

せることについてお答えいたします。 

 総合評価落札方式は、入札価格だけではなく、

企業の実績、技術力などを総合的に評価して、落

札者を決定する方式となってございます。評価項

目につきましては、各型式に応じて、企業、配置

予定技術者、地域貢献等の三つの評価分類があ

り、工事の表彰実績については、企業の評価項目

の一つとなっているところでございます。また、

配置予定技術者の評価では、従事経験や、従事し

た工事の成績点といった評価項目があり、現行で

も技術者の能力を評価できる制度にはなっており

ますが、技術者表彰の実績を評価項目に追加した

場合、技術者の能力やモチベーションのさらなる
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向上につながるものと考えているところでござい

ます。 

 したがいまして、今後、各業界団体との意見交

換を行うとともに、国や他都市の制度や動向を調

査し、関係部局とも協議するなどして、先ほど答

弁いたしました、技術者を対象とした表彰制度の

導入と併せ検討を進めてまいりたいと考えている

ところでございます。 

●中村たけし委員  業界団体の皆さんとしっか

り意見交換していただきたいと思います。それ

で、技術者表彰の実績を評価項目に追加すると技

術者の能力やモチベーションがさらに向上すると

いうことを私は考えておりますので、ぜひやって

いただきたいというふうに思います。 

 先ほども述べましたとおり、建設業について

は、除雪や災害復旧などを通した地域の守り手で

あるとともに、供用性と安全性の高い社会資本を

継続的に確保していくためにも欠かせない存在で

あるというふうに、言わずもがなでありますけれ

ど、考えます。 

 ２期目の計画となるさっぽろ建設産業活性化プ

ラン2025を策定して推進していく上では、業界の

皆さんの声にしっかり耳を傾けて、より有効な取

組に適切に進めていただきたいというふうに思っ

ております。 

 今回、優良技術者への表彰制度を取り上げまし

たけれど、急激な資材高騰や人材不足など、建設

業界を取り巻く環境が厳しさを増す中で、地域の

守り手である建設業を将来にわたりどのように支

えていくのかというのは札幌市においても非常に

重要な問題であるというふうに考えております。 

 そこで、最後に荻田局長にお伺いをいたしま

す。私は、除雪や災害出動など、地域の守り手で

ある建設業を支えていくためには、さっぽろ建設

産業活性化プランを所管する建設局がリーダー

シップを取って、建設局をはじめ、下水道河川

局、水道局の各発注部局と、課題や必要性、有効

性などといったものを共有しながら、しっかりと

連携し、スピード感を持って取り組んでいく必要

があると考えるところでありますけれど、荻田局

長の見解と意気込みをお伺いしたいと思います。 

●荻田建設局長  地域の守り手であります建設

業を支えていくために、私ども建設局がリーダー

シップを取って取り組むべきというご指摘に対し

て、私の見解と意気込みについてお答えをさせて

いただきたいと思います。 

 建設業を取り巻く環境につきましては、先ほど

来よりお話がありましたとおり、日々大きく変化

しておりまして、担い手の確保でありますとか、

あるいは安定的な企業経営、これを行っていくこ

とが難しい状況が続いておりますことから、業界

の体制維持に向けた取組の推進は待ったなしであ

るというふうに考えているところでございます。 

このため、市内部の関係部局との連携が必要

な取組、これにつきましては、さっぽろ建設産業

活性化プランを所管いたします建設局が中心とな

りまして今後も取組を推進していく、その責務が

あるというふうに考えているところでございま

す。 

 また、プランの理念に基づきまして、今後も市

と業界が両輪となって取組を進める必要がありま

すことから、引き続き、建設局が主導としまし

て、定期的な意見交換でありますとか情報共有の

場を設けていくこととしているところでございま

す。 

 このように、私ども建設局といたしましては、

先ほど部長からご答弁させていただきました優良

技術者の表彰制度の検討、こちらも含めまして、

建設業の担い手確保に対する取組でありますとか

企業への支援について積極的に取り組み、持続可

能な建設業の体制確保に努めてまいりたいと考え

ているところでございます。 

●福田浩太郎委員  私からは、建設産業の担い

手確保に向けた効果的な情報発信について、お尋

ねをしたいというふうに思います。 

 初めに、対象者に合わせた効果的な情報発信に

ついてであります。 

 建設産業は、地域の守り手として重要な存在で
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ありますけれども、今ほどもありましたように、

入職者の減少などにより、就業者の不足や高齢化

が進行しており、将来の体制維持が課題となって

おります。 

そのため、札幌市では、建設産業の担い手確

保に向け、働き方改革や労働環境の改善を進める

とともに、建設産業の魅力を伝える各種現場見学

会や体験イベントなどの取組を実施してきたとこ

ろであります。また、現在策定中のさっぽろ建設

産業活性化プラン2025においても、今後の方向性

として、建設業の魅力の発信を位置づけ、業界の

ＰＲや他機関と連携した広報の実施に取り組むこ

ととしております。 

 将来にわたる担い手確保に向けては、就職時期

を迎える高校生や大学生だけでなく、小学生や中

学生、その保護者など、幅広い世代に建設産業の

やりがいや達成感などの魅力を伝えていくことが

重要であり、そのためには、様々な機会を捉え

て、積極的に情報発信を行っていくべきでありま

す。 

 しかし、情報を受け取る生徒や保護者について

は、世代によって知りたい情報が異なるので、

ターゲットに合わせた情報を的確に選択し、効果

的な情報発信を行っていくことが重要と考えると

ころでございます。 

 そこで質問ですが、建設業の魅力発信に当たっ

てどのような情報発信を行ってきたのか、お尋ね

をいたします。 

●小林土木部長  建設業の魅力を伝えるための

情報発信についてご質問いただきました。 

 担い手確保に向けた建設産業の情報発信につき

ましては、一律の内容ではなく、対象者の興味や

世代に合わせた情報提供が重要と認識をしており

ます。そのため、令和６年に開設したさっぽろ建

設産業活性化推進協議会のホームページ、「さっ

ぽろけんせつガイド」では、塗り絵やゲームで楽

しく学べるキッズページや、建設の仕事を漫画で

触れることができる中学生向けのページ、そし

て、働き方の実情を知ることができる高校生、大

学生向けのページといったように、年代に合わせ

た情報を掲載しております。 

 また、実際の作業を体験することで建設産業の

仕事を身近に感じられる中学生の職業体験授業

を、令和５年度から札幌商工会議所と連携をして

実施をしており、令和６年度は５校、約700名が

参加し、令和７年度は10校、1,000名を目標に拡

大をしていく考えであります。 

 今後も幅広い学生が情報を取得しやすいよう、

定期的に動画やコンテンツの更新を行うほか、体

験イベントなどにおいて把握した学生のニーズに

合わせて情報を追加していく考えであります。 

●福田浩太郎委員  新たな担い手の発掘に向け

て、各年代に合わせた各種のＰＲを行っていると

いうことでありますし、また、今後、工夫をして

取組を拡大していくということ、承知をいたしま

した。若いうちから建設産業に触れていただくと

いうこと、大変重要でありますので、着実に実施

をしていただきたいというふうに思います。 

 次に、ＳＮＳの活用について質問をさせていた

だきたいというふうに思います。 

 私がよく知る手稲区の普通学科の高校では、建

設産業に入職する生徒さんがほとんどいない状況

でありまして、進路の先生にその理由などを聞き

ますと、原因として、建設産業に関する情報が高

校生に届いていないということでございました。

先ほどの質疑で、やるということも聞いておりま

すけれども、情報について私はちょっと質問した

いというふうに思うんですけれども、先ほどご答

弁にあったホームページによる情報発信について

は、私も見させていただきましたが、たくさんの

情報を伝えられる一方で、生徒さんが自らアクセ

スしなければ情報を得られない、届けられない方

法でありまして、建設産業を知らない学生に情報

を伝えるためには、意識せず情報が目に入るプッ

シュ型の情報発信が必要と考えるところでござい

ます。 

 また、今、若い世代はＳＮＳを活用したスマー

トフォンによる情報取得が基本となっており、効
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果的な広報を行っていく上では、うまくＳＮＳを

活用することが重要だと考えるところでございま

す。 

 そこでお聞きをいたしますが、より効果的なＰ

Ｒを行うため、今後ＳＮＳをどのように活用して

いくのか、お伺いいたします。 

●小林土木部長  効果的なＰＲに向けたＳＮＳ

の活用についてお答えをいたします。 

 情報を伝える広報ツールの一つとして、ＳＮＳ

は若い世代に対して特に有効と認識をしておりま

して、建設産業への興味や協議会ホームページへ

の誘導を促すため、プッシュ型の広報が行えるイ

ンスタグラム、Ｘ、ＹｏｕＴｕｂｅといった複数

のＳＮＳで、道路工事の現場で働く従事者や、そ

れをバックオフィスで支える就業者の姿を動画広

告として今月中にも配信する予定でございます。 

 ＳＮＳは、種類によって利用者の属性や閲覧用

途が異なることから、今回実施する動画広告に合

わせて協議会ホームページの閲覧数などの動向を

把握するほか、アンケートを実施し、どのＳＮＳ

でどのような情報を発信するのが有効か検証した

いと考えております。 

 今後とも、検証結果を踏まえた効果的な情報発

信により、幅広い世代からの担い手確保につなげ

ていきたいと考えてございます。 

●福田浩太郎委員  ありがとうございます。

今、ご答弁にありましたけれども、動画広告とし

て、インスタグラムやＸ、ＹｏｕＴｕｂｅで発信

をしていくということで、ＳＮＳの活用に取り組

んでいくということ、よい取組であるというふう

に思います。お答えにもありましたけれども、効

果的な情報発信を行うためには、世代に合わせた

広報ツールや情報の選択が重要であるため、しっ

かりと効果分析を行いながら取り組んでいただき

たいというふうに、私からも申し上げます。 

 また、建設産業には様々な業種がありますの

で、また、それぞれに異なる魅力がありますの

で、今後は道路工事だけでなく、設計、建築、設

備、電気工事など、幅広い業種の動画配信も行っ

ていただきたいというふうにお願いを申し上げま

す。 

 最後に、担い手の確保は社会全体の大きな課題

となっておりまして、地域の守り手として重要な

役割を果たす建設産業の担い手確保に向けては、

今後も、行政として可能な取組を積極的に実施し

ていただきたいということを要望して、質問を終

わります。 

●脇元繁之委員  私からも、雪対策に関して何

点かお伺いしたいと思います。 

 まず最初に、パートナーシップ排雪についてで

あります。パートナーシップ排雪については、町

内会の負担が増えつつあったり、町内会加入者と

非加入者がいる中で、負担の不公平感があると

いったことで、全額、市費負担への移行を含めて

見直し中とのことであります。 

 私も、以前よりパートナーシップ排雪に係る町

内会の費用負担をゼロにして、全額を札幌市の負

担で生活道路の排雪を行うべきと議会でも訴えて

まいりました。したがいまして、今回の札幌市の

取組と方向性については大いに賛同しているとこ

ろであります。 

 また、あわせて、例えば今回、この大きな理由

の一つとして、１月は少ない雪だったこともあり

まして、町内会パートナーシップ排雪の申込みを

しなかったり、また、再申込みを検討したり、非

常に悩まれたという実態がございます。それにあ

わせて、作業の日程の遅れだとか、ごみ出し時間

などの周知、また、排雪作業の技術的なよしあし

など、様々な、パートナーシップ、除雪も含めて

なんですけど、こういったことの問題が町内会に

あります。これは、町内会負担があるからこそ、

様々な不平や不満、これらが町内会員からも噴出

する側面があって、町内会役員の皆様には、そん

なご苦労もあるということであるわけでありま

す。 

 そういった意味でも、パートナーシップの町内

会負担ゼロということには、大いに意義のあるも

のであるとは思うのですが、ただ一方で、全額市
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費負担での実施となりますと、財政負担を抑える

ために、道幅の狭い市道、こちらは対象外になる

のではないか、また、排雪幅が極端に狭くなった

り、圧雪の高さが今まで以上に厚くなり、ざくざ

く路面で地域の人たちがご苦労することになるの

ではないかといった懸念も寄せられているところ

であります。こうした地域の声は、当然のことな

がら、行政にも届いているのではないかと思って

いるところであります。 

 そこでお伺いをいたします。パートナーシップ

排雪については、現在、これからの在り方を決め

る上で、市内各所で実証実験が行われている段階

ですが、こうした地域の声を雪対策室ではどう受

け止められておられるのか、お聞かせください。 

●茂木雪対策室長  パートナーシップ排雪制度

の見直し検討に関する地域の声をどう受け止めて

いるのかについてお答えいたします。 

 現在、札幌市では、限られた人材、機材の中

で、仮にパートナーシップ排雪と異なる形で生活

道路の排雪を行うとした場合どのような作業が可

能か、試験施工を行い、検討を進めているところ

でございます。委員のお話にありましたような、

幅員の狭い市道の作業内容についてですとか、そ

れから通行幅のお話、路面状況などに関するそう

いった地域の声につきましては、札幌市にも寄せ

られているところでありまして、生活道路除排雪

の在り方を検討していく上で重要な課題というふ

うに認識しております。 

 今後は、こうした声を踏まえながら、作業内容

などについて、地域と意見交換を行うとともに、

来年度設置予定の札幌市雪対策審議会等におきま

しても、市民議論を丁寧に行いながら検討を進め

ていく考えでございます。 

●脇元繁之委員  ありがとうございます。今お

話しいただいたとおり、市民議論を丁寧に行いな

がら検討を進めるということでありました。 

 このパートナーシップの全額費用負担ゼロの今

のお話は、懸念というのは、結局、今お話しした

とおり、いろいろな、道の幅が狭くなるだとか、

圧雪が高くなるようだとか、そういうところに不

満や心配があるということであって、町内会とし

ては、費用負担ゼロは、もう大歓迎なわけであり

ますから、ぜひ、こういうところもじっくりと検

討していただいて、市民のこの思いを、要望をぜ

ひ聞いていただいて、よりよい排雪事業を行って

いただきたいなと、そんなふうに思います。 

 続きまして、除排雪作業に係るカスタマーハラ

スメント対策についてお伺いします。冬期間は、

除雪センターに、市民や企業などから苦情や要望

が寄せられることも多々ありまして、その内容が

長時間に及んだりすると業務に支障を来すことが

あるほか、対応する職員が心理的にも参ってしま

う、いわゆるカスタマーハラスメントの問題がか

ねてより指摘されているところであります。 

 このため、建設局では、札幌市が策定した全庁

的なカスタマーハラスメント対策の基本方針を受

けて、昨年11月に、除雪センター向けの道路維持

除雪業務におけるカスタマーハラスメント対策マ

ニュアルを定めたと伺いました。その内容を拝見

いたしますと、市民などから寄せられる要望や意

見に対して、まずは事実関係や要求内容によく耳

を傾け、できるだけ寄り添った対応を心がけるこ

とを基本に、組織として対応すること、毅然と対

応すること、状況によっては発言の内容を録音す

ることなどを定めております。 

 そこで、今冬は、極端な少ない雪の傾向が続い

たという後に、断続的に降雪に見舞われるという

状況でありましたが、そうした中でカスハラに及

ぶような案件はなかったのかどうか、お伺いした

いと思います。 

●茂木雪対策室長  今冬、カスタマーハラスメ

ントに及ぶような案件はなかったのかといったこ

とについてお答えいたします。 

 札幌市では、今冬から除雪センター職員の負担

軽減を図るため、カスタマーハラスメント対策マ

ニュアルを策定し、併せて研修を行うことにより

まして、労働環境の改善に取り組んでいるところ

でございます。まだシーズンの途中でございます
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ので、評価もしっかり行えるという段階ではござ

いませんけども、長時間にわたり対応を強いられ

るなど、カスタマーハラスメントに当たる事例は

散見されているところでございまして、そうした

ケースにつきましては、マニュアルに従いまし

て、他の市民への対応の支障になってしまうです

とか、そういったことをしっかりと説明させてい

ただいて、そういう中で適切に対応が行われてい

るのではないかというふうに考えているところで

ございます。 

 今後、シーズンが終わりました段階で、除雪セ

ンター職員を対象にアンケートを行いまして、電

話や現場での立会い時など、それぞれの場面に応

じまして、その対応の仕方等につきまして、具体

的にマニュアルに記載していくなど、必要な見直

しを今後、行ってまいりたい、改善に努めてまい

りたいと考えております。 

●脇元繁之委員  ありがとうございます。先ほ

ど触れたように、建設局で定めたカスタマーハラ

スメント対策マニュアルでは、市民などから寄せ

られる要望や意見に対して、まずは事実関係や要

求内容によく耳を傾け、できるだけ寄り添った対

応を心がけることを基本とするというところであ

ります。 

 ただ、このマニュアルの中でこのようには書か

れているんですが、中には、やはり、市民の苦情

というか意見ですね、また除雪センターとの見解

が違うこともよくあることなんですね。 

 例えば、今回、私、南区の市民の方からお話を

いただいた中で、生活道路の歩道、これは登校の

児童や高齢者などが利用しているんですが、その

方が日頃、歩道除雪や砂撒きをやってくれている

んですね。そんな中で、除雪車が歩道に雪を積み

上げてしまった。そうすることで、児童だとか高

齢者の方が車道を歩く羽目になってしまったとい

うことで、除雪センターの職員に来ていただい

て、そのことをちょっとお話しさせていただいた

と。その方も、除雪センターの方、非常に親切に

対応してくれたということだったんですけど、た

だ、その中に、雪は歩道に積み上げるしかない、

そのうち溶けるからというような意見だったり、

また、もし歩行者と車との接触事故が起きたとし

ても、それは運転者の責任だからというような、

そういうお話もされたそうです。非常に丁寧で建

設的な話の中にこういうことがあったら、やは

り、先ほど言ったそのマニュアルの中の事実関係

や要求内容によく耳を傾け、できるだけ寄り添っ

た対応に心がけるというところの部分で、ちょっ

と、もしかしたらずれがあるのじゃないかなと。

それがまた、お互いに言葉のやり取りの中でエス

カレートすることもなりかねないなというふうに

思った次第であります。ぜひ、こういったところ

もあるということを考えていただきながら、今

後、そのマニュアルだけではなくて、やっぱり作

業されている、仕事されている除雪センターの方

とも密にそのコミュニケーションを取りながら改

善をしていただきたいなと、よりよいものにして

いただきたいなと、そんなふうに思うわけであり

ます。 

 ちょうど１年前の予算特別委員会でもちょっと

お話をさせてもらいました。このカスタマーハラ

スメント対策について、もう一つ質問させていた

だきます。その後の建設委員会でも議論させてい

ただきましたが、冬みちプラン2018実行プログラ

ムの中では、市民対応の効率化に向けた検討項目

として、24時間体制で行っている除雪センターの

電話対応を、ＩＣＴを活用した電話対応記録の一

元管理を見据えた上で、段階的にコールセンター

へ移行を検討するとしております。ですが、検討

課題としてはいるものの、私としては延々と進ん

でいないように感じているところであります。 

 そこでお伺いをいたします。令和７年度予算の

持続可能な雪対策推進費13億円の中に、コールセ

ンター調査費として295万5,000円が計上されてい

るとのことですが、その調査の内容はどのような

ものであるか、教えてください。 

●茂木雪対策室長  コールセンター調査の内容

についてということでのご質問かと思いますので
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お答えいたします。 

 電話対応につきましては、比較的問合せの少な

い夜間における電話対応の体制の集約につきまし

て、現在、検討を進めているところでございま

す。今年度、一部の区におきまして、複数ある除

雪センターにおける12月と３月の夜間の電話対応

を１か所に集約しまして、他の除雪センターの受

持ちエリアの問合せや苦情を受けた際に、必要に

応じて該当する除雪センターへ正確にそれを引き

継ぐことができるかどうかというような、試験的

な取組を行ったところでございます。令和７年度

につきましては、今年度行いましたこのような検

証結果も踏まえまして、電話対応業務の効率化へ

向け、除雪センター職員へのアンケート調査です

とか、コールセンターへの委託可能性の調査など

を行ってまいりまして、負担軽減や今後の担い手

不足の解消を図ってまいりたいと考えているとこ

ろでございます。 

●脇元繁之委員  ありがとうございます。今の

お話の内容ですと、まだまだコールセンターまで

の道のりは長いのかなと思いながら、予定では、

2018年の雪みちプランの中では、もうコールセン

ターができていなければいけないというような時

期に来ているんじゃないかなと。ただ、そこで、

動きとしてあまりにも鈍いので、確かに、除雪セ

ンターによっては、このコールセンター化をため

らっているところもあるとも聞いています。た

だ、私の聞いている中では、ぜひコールセンター

を進めてもらいたいという除雪センターもありま

す。なので、ぜひこの実証実験として、例えば一

部分でもこのコールセンター化をするとか、そう

いうことで、まずはやってみるということにして

いただきたい。また、地域によって、我々も、た

しか南区なんですけども、南区は除雪センターが

二つあります。二つあるんですけど、その地域に

よってどっちなのかが分からないこともあるんで

すね。そういった場合に、今、一元化をするとい

うこともお話でありますけれども、ぜひそういう

ところも含めて検討していただいて、速やかに、

このコールセンター化できることであれば、これ

は本当に、除雪センターの職員さん、すごい負担

になっているというふうに僕は話を聞いていま

す。ぜひ、もう少し早く、スピーディーに前に進

めてもらいたいなと、そんなふうにお願いをさせ

ていただきます。 

 次の質問に入りたいと思います。除排雪事業に

係る人手不足対策についてであります。最後にな

りますけれども、この除雪業界における作業員の

効率化と慢性的な人手不足に対応するため、市で

は、除雪車の１人乗り化やＩＣＴを活用した業務

の軽減化など、様々な対策を練って、この問題の

解消に努めておられるところです。将来にわたっ

て除排雪作業に係る人材を育成し、確保していく

には、例えば、小中学生に除雪車などの重機の操

作方法をゲーム感覚で楽しんでもらったり、実際

に運転操作を体験してもらうとかして、除排雪作

業は大変だけど、こんなに楽しい作業でもあるん

だという経験を積んでもらうことも大切だと思っ

ています。よく三つ子の魂百までと言いますが、

そういった子どもの頃の楽しい体験が、除雪事業

への従事につながる場合もあると思うからであり

ます。 

 そこで質問です。学校の協力なども得て、子ど

もたちにそんな体験をしてもらう機会をどんどん

作り出していくことが必要だと考えますが、現状

どのような取組をされているのか教えてくださ

い。 

●茂木雪対策室長  子どもたちに向けた除雪事

業のＰＲというご質問なのかなというふうに思い

ます。 

 札幌市では、子どもたちに、雪に親しんでもら

い、生活に欠かすことのできない除雪の仕事、こ

ういったものの魅力を知ってもらうために、様々

な取組を行っているところでございます。 

 具体的には、小学生を対象とした雪学習プロ

ジェクトとしまして、教育委員会と連携しまし

て、除雪を含む雪をテーマにした学習教材を作成

して、総合学習の授業に活用しているところでご
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ざいます。さらに、雪体験授業といたしまして、

雪に関する副読本を活用した授業を行うととも

に、実際の除雪機械の試乗体験も行っているほ

か、冬の暮らしや雪について、子どもたち自身が

調べ、発表する、雪と暮らすおはなし発表会を開

催しているところでございます。また、実体験を

通して除雪の仕事を身近に感じていただくことを

目的に、職業体験イベントであるミニさっぽろに

おきまして、ラジコンですとかＶＲですとか、そ

ういったものによりまして、除雪機械に実際に

乗って作業しているような、そういう作業体験を

行っていただいているところでございます。 

 今後も様々な学習機会やイベントなどを活用し

まして、除雪の仕事の魅力を積極的にアピールす

る取組を継続してまいりたいと考えております。 

●脇元繁之委員  ありがとうございます。やは

り、札幌市の言う持続可能な除排雪事業というこ

とを考えると、やはり子どもの頃からいろいろ

な、この冬の生活の中で、我々の暮らし、除排雪

のことに少しでも触れてもらったり、そして、そ

れを楽しくやってもらえるような取組、特に、こ

のラジコンやＶＲによる除雪作業体験だとか、こ

ういうのは、すごく子どもたちは喜ぶと思いま

す。また、例えば、本当にこれは思い切った形

で、札幌市や北海道も一緒になって、国の何か助

成金か、補助金か何かを使って、ゲームか何かを

作って、ｅスポーツのような形の大会をしなが

ら、こういったものを進めていくことで、いわゆ

る持続可能な除排雪ができるんじゃないかなと、

そんなふうに思います。 

 我々札幌市民は、１年間のうち３分の１、４か

月間、雪とこうして付き合っていかなければなり

ません。そのためには、しっかりとした、やはり

小まめな除排雪も必要ですし、やはり作業員の皆

さんの様々な働く中での条件、また状況を改善し

ていかなければならないと思います。 

 雪対策室の皆さん、そして建設局の皆さんに

は、これからもより一層頑張っていただきなが

ら、我々も一緒になって、この冬の除排雪の円滑

な取組を進めていきたいと思いますので、これか

らもよろしくお願いします。 

●かんの太一委員長  以上で、第１項 土木総

務費等の質疑を終了いたします。 

 ここで、およそ20分間、委員会を休憩いたしま

す。 

    ―――――――――――――― 

      休 憩 午後３時34分 

      再 開 午後３時55分 

    ―――――――――――――― 

●松井隆文副委員長  委員会を再開いたしま

す。 

次に、第６項 公園緑化費のうち、建設局関

係分について質疑を行います。 

●森 基誉則委員  私からは大きく一つ、森林

環境譲与税と森林経営管理制度の進捗について伺

います。 

 まず、この森林環境譲与税ですけれども、森林

整備及び森林整備を促進する施策に活用するもの

として、森林環境税を国民１人当たり1,000円徴

収し、国から自治体に譲与される財源です。2024

年度からの税徴収に先立ち、2019年度から市町村

及び都道府県に譲与が開始されました。 

 他方、森林経営管理制度は、間伐等の適切な経

営管理ができない私有林に対し、市町村に、その

経営管理を委託できる新たな仕組みとして、同じ

く2019年度に創設されたものです。 

 先月策定された札幌市森づくり基本方針で、森

林の将来像として掲げた、保全された天然林及び

健全な人工林を実現するためには、これらの制度

の活用が重要であると、我が会派は本市の取組状

況を注視してきました。 

 去年の第３回定例市議会決算特別委員会で、取

組の進捗について尋ねたところ、森林環境譲与税

における2024年度の見通しは、中央区複合庁舎建

て替えの活用等により、当年度の譲与額に加え、

これまで基金に積み立ててきた譲与税を全て活用

できるとの答弁がありました。また、森林経営管

理制度における2023年度の実績は、私有林の所有
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者から市に森林整備を委託することを告示する経

営管理権集積計画を策定するなど、現地確認を合

計84筆行ったとのことでした。 

 そこで最初の質問です。森林環境譲与税におけ

る2025年度の予算案の内訳について、あわせて、

森林経営管理制度における2024年度の実績につい

て伺います。 

●鈴木みどりの管理担当部長  森林環境譲与税

における2025年度の予算案の内訳、それと、森林

経営管理制度における2024年度の実績についてお

答えいたします。 

 森林環境譲与税における2025年度の予算案の内

訳につきましては、譲与額は約３億5,000万円で

ありまして、事業額は約２億3,000万円で、基金

への積立ては約１億2,000万円で計上しておりま

す。事業額の内訳としましては、森林整備が約１

億1,000万円、木材利用が約１億円、普及啓発や

担い手対策、市の体制確保といったことが約

1,000万円となっております。 

 次に、森林経営管理制度における2024年度の実

績につきましては、新たな経営管理権集積計画の

策定に向け、有識者への意見を伺う等の準備を進

めておりまして、2025年度での策定を目指す考え

でございます。 

 また、経営管理権集積計画を2021年度に策定し

ました小別沢地区、そして2023年度に策定しまし

た小金湯地区、この２地区につきましては、森林

整備やその調査を実施しております。 

●森 基誉則委員  まずは現状の確認をさせて

いただきました。ありがとうございます。 

 ３億5,000万円ということで、森林環境譲与税

については、一番の目的である森林整備はもちろ

んですけれども、これまで活用額が大きくなかっ

た普及啓発や担い手対策、市の体制確保、さらな

る積極的な活用を今後検討していくべきだと考え

ています。森林経営管理制度については、市内に

は間伐遅れの私有林が多くあり、森林の公益的機

能が低下している状況であることから、毎年着実

に経営管理権集積計画を策定し、森林の公益的機

能を発揮させていくことが重要と考えます。 

 札幌市の森林整備や、木材利用の基本的な考え

を示した札幌市森づくり基本方針が策定されたこ

とも踏まえ、森林施策の取組について、より一層

強化していかなければなりません。 

 そこで質問です。森林施策の取組についてどの

ように進めていく考えなのか、伺います。 

●鈴木みどりの管理担当部長  森林施策の取組

についてお答えいたします。 

 森林施策の取組に当たりましては、これまで北

海道などからの技術支援を受けながら知見を高め

まして、方針策定や事業構築などを進めてきたと

ころでございます。今後は、例えば経営管理権集

積計画を新たに策定するために必要な事業計画、

森林調査、そして所有者の意向確認から交渉まで

を包括的に外部委託するなどして、さらなる事務

の効率化にも努めまして、森林施策の取組を一層

進めてまいりたいと考えております。 

●森 基誉則委員  去年の決特に引き続き、森

林環境譲与税及び森林経営管理制度、それぞれの

進捗、さらには、森づくり基本方針に関して聞か

せていただきました。 

 去年の質問時、要望という形で、私のほうから

森づくり基本方針策定が札幌市の森林行政の飛躍

の契機になることを期待すると声を大にして言わ

せてもらいましたが、それから半年、その大きな

期待はいささかも変化しておりません。 

 ようやく先月、札幌市森づくり基本方針策定に

まで至ったわけですから、今後は、今日は財政局

の菊地課長も来てくれておりますけれども、財政

局ともしっかりと連携を深めまして、地域林政ア

ドバイザー制度の活用など、マンパワーの拡充と

質の向上も積極的に図っていただきたいと思いま

す。引き続き、我が会派としては、長期的になる

とは思いますが、本市の森林行政を、危機感を

持って注視していきます。 

●福田浩太郎委員  ただいまも森林政策全般に

ついて質疑がございましたけれども、私からは木

材利用について、森委員に倣ってテンポよく質問
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させていただきたいというふうに思います。 

 我が会派では、令和６年第２回並びに第３回定

例会代表質問において、木材の地域内循環や木育

について取り上げてまいりました。 

 市からの答弁を通じて、木材の地域内循環が進

む結果、森林整備が進み、また、二酸化炭素を吸

収した木材が建築物等に使用され、炭素固定につ

ながることを改めて確認をしたところでございま

す。 

 そして、先月２月には、森林整備や木材利用に

関する本市の基本的な考えを示す札幌市森づくり

基本方針が策定をされましたが、これによって、

今後、建築物の道産木材の利用や木育など、木材

利用に関する新たな取組が進んでいくと期待をし

ております。また、これまで進めてきた市有施設

の道産木材の利用について、着実に進めていく必

要がございます。 

 我が会派では、令和６年第４回定例会建設委員

会において、令和５年度までにおける森林環境譲

与税を活用して、道産木材を利用して行ってきた

市有施設の実績について質問をいたしました。答

弁では、33の施設で道産木材が利用されたと報告

があり、その中でも、さとらんどの木製遊具な

ど、市民への普及啓発につながった事例があるこ

とが分かりました。このように、市民の目に触れ

る施設や主要な部材などに道産木材を活用するこ

とで、市民への普及啓発につなげていくことは重

要と考えるところでございます。 

 そこで質問ですが、令和６年度の道産木材の普

及啓発につながる具体的な活用事例について、お

伺いいたします。 

●鈴木みどりの管理担当部長  令和６年度の道

産木材の普及啓発につながる活用事例についてお

答えいたします。 

 令和６年度につきましても、学校など、様々な

施設で道産木材が活用されておりまして、そのう

ち普及啓発につながる事例といたしましては、中

央区複合庁舎と義務教育学校定山渓学園が挙げら

れます。 

 中央区複合庁舎につきましては、床や壁、カウ

ンターなどに道産木材が活用され、手続などを目

的に訪れる多くの来訪者の目に触れることから、

普及啓発につながるものと考えます。 

 定山渓学園につきましては、道産木材の中でも

白旗山都市環境林から生産された市産材が柱など

の構造材に活用されております。学校生活を通じ

まして、子どもたちが直接見て触れることによ

り、木育の効果が生まれるものと考えます。ま

た、学校敷地内には郷土博物館も併せて建設され

たことから、地元の方をはじめ、多くの市民の方

に、市産材を含む道産木材について知っていただ

く機会になるものと期待しております。 

●福田浩太郎委員  中央区複合庁舎をはじめ、

令和６年度も普及啓発につながっていく道産木材

の活用事例があることが分かりました。 

 また、義務教育学校定山渓学園については、白

旗山都市環境林産の市産材、すなわち、白旗山産

材が使われたとのことでございます。この白旗山

産材につきましては、昨年12月にオープンしたエ

ア・ウォーター北海道株式会社の施設、エア・

ウォーターの森についても、１階の構造材に活用

をされているところでございます。この二つの事

例から、白旗山産材は大型建築物にも利用できる

品質であることが実証されたと言えると思いま

す。 

 また、白旗山都市環境林はまとまった人工林を

有するため、一定の木材量を生産できる点も着目

すべきであります。木材の地域内循環を進めるた

めに、白旗山都市環境林からの木材生産は、量、

質、双方の視点から重要であると考えます。 

 そこで質問ですが、白旗山都市環境林におい

て、木材の生産量や品質の確保についてどのよう

に取り組んでいくのか、お伺いいたします。 

●鈴木みどりの管理担当部長  白旗山における

木材の生産量や品質確保についてお答えいたしま

す。 

 白旗山都市環境林では現在、年間約6,000立方

メートルの木材を生産しておりまして、市産材の
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供給の点で重要な位置づけであると考えておりま

す。生産量の確保につきましては、木を一斉に

切って木材を大量に生産するのではなく、将来に

わたり、毎年安定した量の木材を生産できるよ

う、持続可能な計画を立てます。 

 また、品質の確保につきましては、太く真っす

ぐな木を育てるため、適切な時期に適切な間伐を

行うなどしまして、量、質ともに確保した木材生

産に取り組んでまいりたいと考えております。 

●福田浩太郎委員  白旗山都市環境林におい

て、木材の生産量、年6,000立米ということでご

ざいます。また、安定的な計画を立てるというこ

とでございました。また、品質については、しっ

かりとした間伐を行うということで、量、質を確

保する取組が進められていることを承知いたしま

した。こういった供給面の対策のほか、公共施設

への活用、市民への普及啓発など、道産木材の利

用促進については様々な取組を進めていく必要が

ございます。 

 その中でも、最後に、民間建築物における道産

木材の利用促進についてもお伺いいたします。民

間建築物は、建築される数や１棟当たりの使用す

る木材の量が多いことから、木材産業全体が活性

化するためには民間建築物における道産木材の利

用促進が重要であると考えます。 

 例えば、今取り組んでいる公共建築物における

道産木材の利用促進の流れを、店舗や事務所、ビ

ルなど、非住宅の民間建築物の利用促進の取組に

生かすことはできないでしょうか。都心のビルを

はじめ、非住宅建築物の建て替えが進む今こそ、

取組を開始する好機であると感じるところでござ

います。札幌市森づくり基本計画に基づく本格的

な取組については、これから検討していくという

ふうに思いますが、まずはできることから進める

べきと考えます。 

 そこで最後にお尋ねをいたします。民間の非住

宅建築物における道産木材の利用促進についてど

のように取り組んでいくのか、お伺いいたしま

す。 

●鈴木みどりの管理担当部長  民間の非住宅建

築物における道産木材の利用促進についてお答え

いたします。 

 民間の非住宅建築物における利用を促進するた

めに、まずできることといたしましては、公共建

築物における活用事例を、市民だけではなく建築

業界などへ積極的にＰＲすることが挙げられま

す。 

 これまでも、研修会での事例発表や業界雑誌へ

の寄稿などを行ってきたところでありまして、こ

ういった取組を今後も継続したいと考えておりま

す。さらに、道産木材を使用した建築物を広く周

知する目的で、北海道が進める、ＨＯＫＫＡＩＤ

Ｏ ＷＯＯＤ ＢＵＩＬＤＩＮＧという制度への

登録も始める予定でございます。このほか、白旗

山産材が建築物に使用された事例について広報す

るなど、民間の非住宅建築物における道産木材の

利用促進につながる取組について検討してまいり

たいと考えております。 

●福田浩太郎委員  しっかりとしたＰＲ、そし

て、北海道が取り組むＨＯＫＫＡＩＤＯ ＷＯＯ

Ｄ ＢＵＩＬＤＩＮＧについても協力をしていく

ということで、非住宅建築物について、まずは利

用促進に努めていくということで理解をいたしま

した。 

 先ほど、最後のほうにもありましたけれども、

民間建築物における道産木材の利用促進、重要で

あるというふうに私どもは思っておりますので、

住宅についても、よい商品が提供できるように、

例えば札幌ブランドの構築なども民間事業者と協

議をして検討してはどうかと考えるところでござ

います。 

 また、加えて、普及啓発は重要でございます。

北区では、生まれてきてくれた子どもたちに感謝

の思いを届けようと、木のおもちゃをプレゼント

する事業を行っていますし、また、みどりの推進

部としても、地域産木材を使い、小学校の図工の

授業に用いる木工用の教材を制作し、提供をして

ございます。こうした将来に向けた普及啓発によ
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り、地域材への理解を深め、利用を促進し、地域

木材製品の開発の後押しをしていただくことも求

めたいというふうに思います。 

 結果、札幌市における炭素固定につながるとい

うことを踏まえ、今後も様々な取組を進めていた

だくことを求めて、質問を終わります。 

●小形香織委員  私からは、白旗山の皆伐によ

る森林整備手法と環境の保全について質問したい

と思います。 

 昨年12月６日の建設委員会で、本市の森づくり

基本方針案、これを審議した際、白旗山の皆伐に

ついての質疑もございました。ここは、もともと

大正時代から木材生産のために針葉樹を植えて、

育てて、皆伐を実施してきた森林だということ

で、人工林の約４割が、1990年以降は一度も整備

を行っていない、間伐遅れの状態であると。そし

て、この人工林では、間伐や、木を全て切って収

穫する皆伐などの森林整備を進めていく必要があ

るということで、この建設委員会の中でご説明が

ありました。同時に、白旗山は都市環境林であり

まして、地元の人をはじめ、多くの市民がこの白

旗山を散歩したり、あるいは軽いハイキングなど

をして、樹木や、虫だとか、鳥だとか、そういう

ものと親しみ、自然を観察できる触れ合いの場所

ともなっております。健全な人工林にしようとい

う、その目的や必要性というのは私もよく分かる

んですけれども、一斉にエリアを切ってしまう、

この皆伐という手法に驚く市民が多いということ

も、また私はよく理解できるんです。実は私、中

央区に住んでおりますけれども、地域を回りまし

て、この白旗山の皆伐のことが新聞報道されたの

を読んだ方々から、地元区民から、数件の意見

や、何で全部切ってしまったんだというような疑

問もお聞きしているものですから、このたび、質

問させていただきたいと思っておりました。 

 この白旗山というのは、2022年ぐらいから試験

的に伐採整備を始めたというふうに聞いておりま

すけれども、皆伐というのは、いつ、どの程度の

面積で行ってきたのか、皆伐という森林整備手法

に対する本市の考え方も含めて、まず、その皆伐

について伺いたいと思います。 

●鈴木みどりの管理担当部長  白旗山の皆伐の

実績、それから、皆伐に対する考え方をお答えい

たします。 

 まず、皆伐の実績といたしましては、白旗山都

市環境林が約1,000ヘクタールありますので、そ

のうちの、2022年度に２ヘクタール、それから、

2023年度に10ヘクタール、そして、今年度の2024

年度に17ヘクタールを実施しております。皆伐と

いう森林整備手法につきましては、木材生産を行

う林業において一般的でありまして、札幌市とし

ては、担い手不足が深刻な林業界において、効率

的に、かつ安全に施業できる手法として重要であ

ると考えているところでございます。 

●小形香織委員  ２ヘクタール、10ヘクター

ル、17ヘクタールと、３年間でそれぐらいずつ

やってきたということでありました。 

大きな面積を一度に全部切るというのが皆伐

という手法でありますけれども、森林が整備され

ていく過程の一つとしては大事なところなのかも

しれませんけれども、同時に、一斉に伐採してし

まうということに関連して、そうすれば、私は生

態系に対しても影響があるのではないかと考えま

すけれども、皆伐をすることによる生態系への影

響についてどうお考えか、伺いたいと思います。 

●鈴木みどりの管理担当部長  皆伐による生態

系の影響についてお答えいたします。 

札幌市におきましては、生物多様性などの森

林の公益的機能を確保するため、北海道が森林施

業の標準的な方法等を定める石狩空知地域森林計

画、これに即して１か所当たりの皆伐規模を20ヘ

クタール以下と定めております。 

さらには、皆伐であっても、全ての木を切ら

ず、少しの木を残すことで、鳥や虫の生息地を維

持する保持林業という手法を全国でも先駆けて取

り入れているところでございます。 

また、皆伐は人工林を対象として行うもので

あり、既存の天然林や河畔林等は保全しておりま
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して、生態系への影響に配慮していると考えてお

ります。 

●小形香織委員  森林整備計画というものが北

海道の標準であって、それに即してやっていると

いうことでありました。 

同時に、私も森林整備計画を見ましたけれど

も、この整備計画の中の二つ目に、森林の整備に

関する事項というのがありまして、アからイか

ら、いろいろ書いてあり、その後、その他必要な

事項というところで、アからカまで書いてござい

ますけれども、その中のオという項には、特色あ

る森林景観や野生生物の生息・生育環境の保存に

配慮した伐採を行うこととします。特に、クマゲ

ラ、シマフクロウ及びクマタカ等の希少鳥類等に

ついて、営巣木が確認された場合、その営巣木の

位置や営巣期間等に配慮しということが書かれて

ございます。 

報道によりまして、あるいはそこの団体の

ホームページを見ますと、昨年11月18日に、野鳥

の愛好団体のところから、白旗山の伐採に関し

て、本市に要望が出されたというふうに報道がご

ざいました。 

その中で、白旗山周辺には希少鳥類であるク

マゲラが生息していることが、この野鳥の愛好団

体の調査で確認されているということが語られて

おりました。そういうことで言いますと、当然、

この森林整備計画に基づいて必要な配慮というの

をしていかなければならないと思いますけれど

も、本市は、このたびの2022年から始めた皆伐の

前に、希少鳥類など、配慮すべき生物が生息して

いるのかどうかという調査を実施されたのかどう

か、伺いたいと思います。 

●鈴木みどりの管理担当部長  皆伐前における

希少鳥類など、配慮すべき生物の調査ということ

についてお答えいたします。 

白旗山都市環境林におきまして、希少鳥類で

あるクマゲラが生息していることについては、札

幌市が野鳥愛好団体に委託した業務におきまし

て、白旗山都市環境林内で、観察結果について報

告をいただいているところでありますが、これま

で皆伐地において、施業の際に営巣木は確認され

ておりません。なお、希少鳥類につきまして、営

巣木が確認された場合には、その営巣木の位置や

営巣期間等に配慮して、整備を進めていきます。 

●小形香織委員  つまり、調査はされたのだと

いうふうに理解してよろしいでしょうか。 

●鈴木みどりの管理担当部長  野鳥の会とか愛

好会がしたようなしっかりとした調査まではして

おりませんが、我々の職員などが現場に行ったと

きに、目視の調査はやっております。 

●小形香織委員  目視あるいは野鳥愛好団体の

観察などによってということなのだと思います。 

 私、まず林野庁北海道森林管理局が出していま

すクマゲラ生息森林の取扱い方針、これを2006年

に出していますけれども、この中には、営巣木は

もちろん保護しなさいということが書いてありま

すけれども、そのほか干渉区域ではこうしなさい

とか、こういうことがいろいろ書いてあって、ク

マゲラというのは、行動範囲がいろいろ、もちろ

ん鳥ですからいろいろありますけれども、おおむ

ね営巣木から1,000メートルぐらいの範囲という

のは主として採餌区域となるほか、営巣候補地で

もあることから、区域内の森林施業に当たって

は、営巣木保護区域及び干渉区域に準じて営巣候

補及び採餌木の補助に努めなさいよということが

書かれていたわけなんです。 

今の部長のご答弁は、クマゲラの営巣木は確

認できなかったということでありまして、それは

つまり、巣のある木は確認できなかったというだ

けでありまして、クマゲラはすんでいるわけです

よ。それは、その野鳥愛好団体もそのことをおっ

しゃっているわけですね。ですから、やはり詳細

な専門的な調査というのをきちんとするべきであ

りますし、これだけクマゲラのことを林野庁が取

扱い方針まで書いて出しているということは、ど

ういうことなのかと言いますと、今クマゲラは生

態系の重要な位置にある、つまり、比較的少ない

生物量ながら、生態系への大きな影響を与える生



 

 

- 40 - 

物種だと、キーストーン種であるということか

ら、このクマゲラが生息している場合には、よ

く、こういう取扱いをしなさいよということが書

かれているわけです。 

確かに、森林整備計画にあるような、20ヘク

タールを超えないような皆伐をするという点で、

先ほどご説明があったように、ある程度のエリア

を少しずつやっておられたんだろうというふうに

は思うんですけれども、やはりクマゲラが生息し

ているという、あるいは姿が見られたんだという

場合は、環境に対する十分な配慮が必要なわけ

で、やはりこれだけ細かく規定しているというこ

とは、つまりクマゲラの生態系に影響があるから

規定をしているのではないかと思うときに、本市

のこのたびの皆伐に対する影響ということに、少

し認識がちょっと甘かったところがあったのでは

ないかというふうに思っております。 

今後も、白旗山の人工林として整備すべきエ

リアということで、冒頭にも申し上げましたが、

皆伐し、植樹をし、間伐しながら樹木に太陽光が

当たるように育てて、また木材に、林業に適した

大きさになったら皆伐するという、こういうやり

方を繰り返していくんだというふうにおっしゃっ

ておりますけれども、やはり、このような希少鳥

類が生息している、あるいは大きな幹の木がある

という場合には、やはり守るべき、配慮すべきこ

とがあるのではないかというふうに私は思うんで

すけれども、この点は、今後何か対処方針をお持

ちなのかどうか伺いたいと思います。 

●鈴木みどりの管理担当部長  守るべき樹木な

どの対処方針、そういったものがあるかというご

質問でございます。 

まず、白旗山全体を通しまして、人工林と

か、ほかにも天然林とか河畔林等がございまし

て、天然林や河畔林につきましては、まずは、保

全するということになっていますので、希少鳥類

の生息に必要な樹木は残りますし、天然林のほう

というのは、大きい木、大径木も残されるという

ことで、一定程度の鳥類のほうの保全に貢献する

のではないかなというふうに思います。 

それから、人工林、実際に皆伐するところに

なりますけども、こちらのほうにつきましては、

先ほども少し申しましたように、保持林業を進め

るということで、比較的太い木を中心に残してい

くような取組になろうかと思いますので、希少鳥

類を含む生物多様性に配慮していくことになろう

かと思います。なお、営巣木というのは、鳥に関

しましては、例えば４月、５月、６月というふう

に、一定期間決まっておりますので、その木だけ

でなくて、その周りにも皆伐すると影響を及ぼし

ますので、そういった時期を外すなど、そういっ

た取組も考えておりますので、これからの取組に

取り入れていきたいというふうに考えておりま

す。 

●小形香織委員  白旗山の歴史的な経緯を踏ま

えれば、確かに林業を始めようということで、こ

こに人工的に植えられて、植樹から伐採を繰り返

すというやり方で進めてきたということでありま

すから、私、1990年以降、手が入っていなかっ

た、健全にしなければならないという白旗山を、

これから森林整備していくということそのものは

必要なことだというふうに思っております。しか

し、その皆伐というやり方については、やはり時

期もいろいろ考える必要もありますし、生物多様

性をどう守っていくかという点では少し難がある

ような感じもしております。先ほども申し上げま

したが、とりわけ、その希少鳥類と言われている

希少種のものがあるかないかというのは、皆伐を

始める前にきちんとした調査をしていただきたい

し、その結果、何か影響がありそうなときには、

先ほどのような、時期をずらす、あるいはエリア

を変えるなどをしていただきたいと思っておりま

す。 

 また、一斉に木がなくなってしまいますので、

市民はやはり結構ショックを受けてその姿を見る

わけですから、やはりそのことに対しては、既に

始められておりますけれども、看板の設置などは

進めていただくと同時に、この木を切ることがど
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ういうことにつながっていくのか、単に林業とし

て必要だというだけではなくて、森そのものが、

きちんと健全な森になっていくために必要なのだ

ということも含めた啓発というのか、そういうも

のが必要だろうというふうに思っております。 

 それから、もう一つ思っていることは、林業

で、一般的、効率的な手法が皆伐なんだというふ

うにおっしゃいましたけれども、確かに効率的か

もしれませんけれども、同時に皆伐はしないやり

方、林業もあります。自伐型林業、自分で切るこ

とができる分だけを切って、そして森林を整備し

ながら林業をされていくという、こういう自伐型

林業を育成していく、普及していくということな

ども中心的に広めていただいて、できるだけ、皆

伐を避けるような森林整備をしていただく努力を

お願いいたしまして、質問を終わりたいと思いま

す。 

●伴 良隆委員  私は２点、大通公園に隣接す

る歩道について、それから、街路樹について伺っ

てまいります。 

大通公園に関しましては、私も何度か質問さ

せていただいています。この大通公園のちょうど

両端、両脇、ここに、人が１人分が通れる歩道が

あり、あれは一応道路なんですよね。ここが、残

念ながら利活用されていないといいましょうか、

現状は、当初は自転車、そして今は自動二輪車と

いうことで使われているような状況だということ

でございました。 

大通公園に関しましては、当初から、本当に

イベント会場になっているんじゃないかというふ

うな危惧もあったり、緑が大切にされていないよ

うな状況、インバウンドの方々も含めて、本当に

大通公園はこのままでいいのかということで、今

回、代表質問も自民党からさせていただいており

ますけども、本当にすばらしいご答弁をいただい

たところで、副市長ありがとうございました。 

やはり公園は公園ならではの緑というもの、

憩いがありますので、このものに対して周りが調

和をしていくという、この順序をしっかり遵守し

ていただきたいという意味では、すばらしいご答

弁いただいたなというふうに思っております。 

そういう中に、この両端が、この道路、歩道

がこんな状況であるのはということで、当初から

私は懸念を持っておりましたけれども、質問させ

ていただいて、令和４年４月には放置自転車の禁

止区域の指定をしていただいて、周辺の駐輪場の

ほうに誘導をしていただいたところでございまし

た。 

ただ、残すところ、自動二輪車が残ってし

まって、この是正を２年ほど前に、今日お越しの

佐藤交通施設担当課長にお願いをしまして、彼も

部下と一緒に暑い中、本当に市民への対応、ご苦

労いただきましたけれども、一生懸命やっていた

だいたということでございます。今日は小林総合

交通計画部長も、ご出席ありがとうございます。 

それで、大通公園につきまして、この道路の

両端をどうしていくかということを令和６年の予

算特別委員会で伺いました。十分に利活用されて

いないという課題、これについては大通公園と一

体的に検討していくことが重要であるということ

で、有識者による第３回検討会でも取り上げると

いったご答弁いただいて、全６回開催されて、今

年の１月に最終回が開催されたということで聞い

ております。 

そこで質問でありますが、大通公園・中島公

園のあり方検討会において、公園に隣接する歩道

部分について、有識者からどのようなご発言が

あったのか。また、議論を踏まえて、成果では、

歩道部分はどのように整理していくのかというこ

とになったのか伺います。 

●高橋みどりの推進部長  有識者会議における

検討結果についてお答えいたします。 

委員からもありましたとおり、大通公園・中

島公園のあり方検討会は、令和５年度から６年度

にかけて計６回開催し、今年１月に成果の取りま

とめを行ったところでございます。 

このうち、当該歩道部分に関しましては、第

３回の検討会において、沿道と連携したみどりの
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軸の強化というテーマの中で議論を行いました。 

各委員からは、ここを道路歩道と認識してい

る人は少ないのではないか、公園が道路空間に対

して裏を向けている状態は好ましくない、歩道部

分だけでなく、道路空間全体のことを考えるべき

などの意見をいただきました。 

これら意見を踏まえまして、このたび取りま

とめました大通公園のあり方では、公園に隣接し

た２メートル歩道部分は、良好な通行空間を確保

した上で、周辺街区との一体感を醸成するしつら

えを検討すると位置づけたところでございます。 

●伴 良隆委員  検討会では、そういった認識

であるということでございました。 

先ほど藤田委員が、放置自転車の件をご質問

されましたけれども、あくまで大通公園はどうあ

るべきかという視点です。両脇は、これは道路で

あります。そして、そこに放置自転車、これは自

転車と、そして、自動二輪車ということで、これ

はそれぞれセクションが分かれてしまう、これは

仕方がないんですけども、今のご答弁のとおり、

この道路の部分を、大通公園との一体も含めてど

うあるべきかといったことを緑部門の高橋部長か

らご答弁いただいたところでございます。 

では、今度は、今日出席要請をさせていただ

いた小林部長に伺ってまいります。 

先ほど申したように、佐藤課長ほか皆さん、

本当に暑い中、市民とも少し、なかなか会話も難

しい中で、警察の方に対しても真摯な姿勢を見せ

ていただいたというふうに思っております。 

両脇の道路が、皆さんご承知の上でしょう

が、ああいう状態と言いますけども、ああいう状

態でいると、止めるほうからすると、知らなかっ

たというところから、どうせ使っていないんだか

らいいじゃないかとか、そんなような声も聞こえ

そうでございます。なので、ああいう造りをして

いるほうが悪いとまでは言われる筋合いもないん

ですけれども、やはりそういう状況にあるという

ふうなことをどう是正していくかと、ここをしっ

かり市がやらないと、なかなか北海道警察も動か

ないというふうに僕は思ったので、当初、私も一

緒に行きましたけども、その辺のところを我々が

姿勢を示していくというふうなことが大事なのか

なというふうに思っております。 

そこで、振り返りまして、令和６年、予算特

別委員会の答弁では、引き続き警察とも連携しな

がら、啓発等の取組を拡大しつつ、さらなる対策

も検討していくと、こういったことでございまし

たので、伺いたいと思います。 

大通公園に隣接する歩道部分における自動二

輪車の駐車について、改めてこれまでの対応とそ

の結果及び今後の対応について伺います。 

●小林まちづくり政策局総合交通計画部長  私

から、自動二輪車の駐車対策についてご回答いた

します。 

大通公園に隣接した歩道における自動二輪車

の駐車対策については、令和４年度より注意喚起

の看板設置や、駐車車両への貼り紙設置、中央警

察署と連携した街頭啓発活動などを実施してきた

ところでございます。 

今年度は、対策の範囲を西１丁目から西７丁

目までの７丁間に拡大し、自動二輪車の利用が増

え始める４月から６月にかけて、６回にわたる街

頭啓発活動を実施し、延べ66台の駐車車両への貼

り紙設置を行ったところでございます。 

これまでの取組においては、街頭啓発活動の

時間帯は駐車がほとんど見られないなどの一定の

効果があったものの、日常的に駐車を続けている

車両も一定数見受けられることから、さらなる対

策が必要と考えているところでございます。 

このため、来年度は西２丁目、３丁目の歩道

の両端へ車止め柵を設置し、自動二輪車の進入を

難しくする対策や、一部歩道をアスファルトで舗

装し、歩道と認識しやすくする取組などを行い、

良好な通行空間を確保し、今後の検討につなげて

まいりたいと考えております。 

●伴 良隆委員  だんだんにソフトな対策か

ら、今、ハードな部分まで入ってきました。柵を

設けて自動二輪が入りにくくするとか、人の動き
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を対象にするという意味でありまして、また見栄

えとしても、アスファルト舗装といったことも

行っていくということでお話になりました。 

こういった取組を地道にやっていく中で、先

ほどありましたけど、この自動二輪車、いたち

ごっこもありますけども、毎回止めるような方々

に対しましては、今度はレベルを上げていかな

きゃいけないというふうなことも予想がされると

こでございます。 

いずれにしても、本当に地道に取り組んでい

ただいていること、迅速にということでやってい

ただきましたけれども、本当に心から感謝をして

おります。 

そういったことは本当に大通公園ありきの部

分でもございますので、すみませんけれども、引

き続きご協力いただきたいんですが、大通公園の

話に元に戻したいというふうに思います。 

今後のこの大通公園、先ほど、最初に副市長

のご答弁のお話もさせていただきましたけれど

も、大通公園、この両脇の道路一体となって、そ

の空間として整備をされていくと、利活用されて

いくと、この緑の空間、憩いの空間として、しっ

かりと使っていただきたいというふうに思います

けれども、これは道路部門にも了解を得て質問を

させていただいておりますので、改めて高橋部長

に伺いますが、大通公園のあり方を策定した後、

大通公園と隣接する歩道部分については、今後は

どのように検討を進めていくのか伺います。 

●高橋みどりの推進部長  今後の進め方につい

てお答えいたします。 

次年度からは、この策定したあり方、これを

踏まえまして、具体的な施設の配置や規模などに

ついて検討を進めていく予定でございます。 

この中で、当該歩道部分につきましては、公

園と一体的な施設計画を考えておりまして、これ

により、将来にわたっても、自動二輪車や自転車

が放置駐車されない場所となることを目指してい

く考えでございます。 

具体的には、歩行者が往来しやすい路面の整

備や、歩道に面したベンチの設置などにより、公

園と沿道をつなぐ魅力ある歩行空間となるように

検討をしてまいりたいと考えております。 

●伴 良隆委員  本当に、引き続き、大通公園

のために、ぜひこの両脇の道路、各セクションご

とでご協力をいただきながら、また警察機関のご

理解もいただきながら、皆さん方のお力で、何と

か大通公園のあり方、これを未来に、これは副市

長の答弁ですが、未来に引き継いでいただきたい

というふうに思います。 

それでは街路樹についての質問に移りたいと

思います。 

街路樹、少なくとも私は、市民からのクレー

ム、いろんなお声に関しましては、肌感覚ですけ

れども、雪関係、これは冬期ですけども、ふだん

は、荻田局長にご協力いただきましたけど、生活

道路の関係ですね、これも予算を増やしていただ

きました。そして、この街路樹が、物すごく今、

耳に届いています。いろんなクレームなり、どう

したらいいかというご相談なりです。もちろん、

緑を大切にという声もありますけれども。 

それで、私、令和５年の決算特別委員会で取

り上げさせていただいて、何とかしてほしいとい

うのは、それは土木センターとか、やっています

けども、これは根本的に解決を図っていかない

と、もうずっとこれ、市議会議員の皆さん方もそ

うですし、市役所も大変だなというふうに思った

ものですから、これは計画をしっかりつくるな

り、見直してほしいというふうな話をさせていた

だきました。 

札幌市街路樹基本方針、これ見直しますと

いったご答弁を、目の前にいる鈴木部長にご答弁

をいただいたところでございます。 

ただ、先ほどの大通公園の緑の話も申し上げ

ましたけれども、この緑、札幌市の緑、市民意識

調査にも緑が好きだということが札幌らしさだと

いうふうなこともありますので、その辺の誤解の

ないように確認をしていきたいというふうに思い

ますけれども、札幌市における都市の緑というこ
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とについては、そもそもどういう概念をお持ちな

のか、この辺のところ、まず最初に確認したいと

思います。 

●鈴木みどりの管理担当部長  都市の緑につい

てということでお答えいたします。 

札幌市は、令和２年に策定しました第４次札

幌市みどりの基本計画で、基本理念を持続可能な

グリーンシティさっぽろとしまして、みどりを知

り・守り・つくり・活かし、新たな価値を生み出

し、まちの魅力を高めることを目指しておりま

す。 

また、みどりの都市の将来像につきまして

は、五感を通じて感じられるみどりが保全・創出

され、都市の魅力を高めていると掲げまして、そ

のための目標を公園などのみどりで都市の安全・

安心を高め、うるおいや賑わいを創出していくこ

ととして、みどりを守り育むこととしておりま

す。 

大通公園や中島公園などの大規模公園や地域

の身近な公園のほか、イチョウ並木で有名な北３

条通などの街路樹といった都市の緑につきまして

は、大切な市民の財産であると認識しておりまし

て、次世代へしっかりと継承すべきものと考えて

おります。 

●伴 良隆委員  今、鈴木部長からご答弁いた

だいたことは、これがあくまでみどりの基本計画

の中での大上段の話だと思うんですよ。ところ

が、生活者の目線になると、目の前にある木とい

うのが、落ち葉はひどいとか、虫が出るとか、し

まいには小鳥がうるさいという話になっていくわ

けです。 

これが生活者の目線になっていて、要は、当

時幼木だったものが、早期に成熟するような木を

植えていただいたということはあったんですけれ

ども、これが大きくなって、いわゆる生活に悪さ

をするようになっていったと。これも切ない話で

すけど、木を一生懸命育ててみたら、その人から

もう要らないと言われる、切れと言われるのもか

わいそうだなと本当に思いますけれども、ただ、

やっぱり生活って大事ですから、今、お話あった

ように、都市の緑といったことに関しまして、今

のご答弁のとおり、私もそういうふうに思いま

す。 

ところが、先ほどのように様々な市民の声、

木を切ってくれとか、落ち葉を何とかせいという

話、そういったお話が非常に多い中でございま

す。やはり街路樹の撤去ということは、これはや

むを得ない部分にございます。 

そこで、質問ですが、街路樹を撤去するこ

と、これ自体は、みどりの基本計画と矛盾はない

のか確認いたします。 

●鈴木みどりの管理担当部長  街路樹を撤去す

ることが、みどりの基本計画と矛盾がないかとい

うことでございますが、街路樹が老齢化し、危険

な場合や通行の支障になる場合などには、市民の

安全性、それから機能性を確保するために、街路

樹の撤去を行っております。 

 したがいまして、快適な生活環境を形成するた

めに、必要に応じて街路樹を撤去することは、み

どりの基本計画に沿った取組であり、今後も街路

樹が適切に管理され、安全、安心な都市になるこ

とを目指してまいりたいと思います。 

●伴 良隆委員  市民から問合せがあったとき

に、私もなるべく切らないような選択をお願いを

しております。 

がっちりした剪定なんかもございまして、ほ

とんど丸裸みたいな状況で、かわいそうだなとは

思うんですけども、切られるよりはまだいいかな

と。ただ、非常に狭い歩道に根を生やして、太く

なってとなると、それこそ本当にノンバリアフ

リーというふうなことになりますので、この辺の

ところは、やはり生活者のためにやらなきゃいけ

ない剪定なり、それから、切るといったことも選

択肢にあるのかなというふうに思います。 

それでは伺いますけれども、矛盾は必ずしも

していないといったご答弁でありますけれども、

街路樹の種類の変更や、狭い道路の街路樹の撤去

について、この取組の検証結果について伺いたい
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と思います。 

●鈴木みどりの管理担当部長  取組の検証結果

についてお答えします。札幌市では、街路樹の種

類の変更や、狭い歩道の街路樹の撤去といった街

路樹の改善、これを、これまで年間約30路線で実

施しまして、昨年度末時点で、約260路線におい

て取組を進めてきたところでございます。 

そこで、取組を検証するために、昨年７月

に、無作為抽出した18歳以上の市民1,500名を対

象にアンケートを実施し、510名の方から回答が

ございました。 

その結果、８割以上の方から、街路樹の改善

は望ましい取組であるとの回答をいただいており

ます。 

また、街路樹を維持管理している業者にもア

ンケートを実施しておりまして、同様に望ましい

取組であると評価を得ているところでございま

す。 

このように、街路樹の改善は高い評価を得て

いる取組であることから、この取組を一層推進す

る必要があると考えております。 

●伴 良隆委員  木の種類ということも、当初

は工夫していただいたものの、先ほどのような弊

害というんでしょうか、そういったものも出てき

ている中で、様々な、早期に成長するような、ニ

セアカシアなどの、そういったものなんかも含め

て検証をしていただいたところでございます。 

一定程度、大方評価を得ているといったこと

がございます。 

確かに、緑というのは非常に大切であります

けれども、生活を脅かしてまでそれをということ

にはならないので、あとは、どうやって維持管理

をしていくかという部分になろうかというふうに

思います。 

ただ、これはきれいごとではございませんの

で、じゃあ、どういうふうに土木センターにお願

いしていくかということにはなるんですけども、

全てができないというのは、まず人手の問題もご

ざいます。木を切っていただける業者の方々の問

題もあるし、それを賄うためのお金の問題もござ

います。ですから、これは言ってみれば、先ほど

雪の話にもありましたけれども、木を切る人がい

ないのにということもあるし、お金がないのにと

いうこともあるかもしれません。 

しかし、鈴木部長が今おっしゃっていただい

た、検証したからには、順繰りにきちんとやって

いただかなければいけない。 

ただ、僕はある程度、やっぱり量を増やして

いくということはお金をつけて、そして人を雇っ

ていただいて、この計画ができたときには、長い

目で経営計画も練ってもらって、業者さんが、そ

して、きちんと順繰りに木をしっかりと切るもの

は切っていく。あるいは植え替えて、ゆっくりと

育つような木を育てていただくと、そういったこ

と。この循環をしていくためには、やはり基本の

予算だけでは足りないというふうに思っておりま

す。 

これは無駄な投資ではございません。生活は

既に困っている方もいます。そういう意味では、

何でも切ればいいというわけじゃないんですが、

この取組を、やっぱりスピード感を持って計画を

進めていただくには、計画をしっかりつくって、

そして、そこに基本の予算だけじゃなくて、予算

がついて、そして、それが土木センターのほうに

回っていきながら、私たちが受けるクレームに対

しても早期に対応ができると、こういう好循環が

出てくるということで、納税者は理解するという

ふうに思っております。今日は菊地財政課長もい

らっしゃっていますので、これは費用便益が非常

に高いというふうに考えております。 

皆さん方、議員の方々の事務所にかかってく

る人件費も含めて、これは本当に費用便益が高い

というふうに思っております。それはちょっと言

い過ぎかもしれませんけれども、生活者の方々も

困っている方もいますし、あとは木の切り方なん

だというふうに思います。どのように緑を大切に

生きていくか。切り方も、非常に今は技術も発展

していますので、その辺をどのようにしていくか
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というふうなことのハウツーに移っていくのかな

というふうに思います。 

そこで、やっぱり私たちは議会でございます

ので、何とかせいというふうなことは乱暴ですの

で、まさにバイブルとも言える基本方針をどう見

直していくかということを最後に確認をしていき

たいと思います。 

そこで伺いますが、見直しを進めている札幌

市の街路樹基本方針における将来像や具体的な取

組など、特に街路樹の改善については、どのよう

に考えているのか、伺いたいというふうに思いま

す。併せて、今後のこの計画の策定といったこと

をはっきりと、要点についても伺いたいというふ

うに思います。 

●鈴木みどりの管理担当部長  街路樹基本方針

における将来像や具体的な取組、それから、今後

の予定についてお答えいたします。 

 現在、見直しを進めております札幌市街路樹基

本方針では、将来像として、健やかでまちと調和

した魅力ある街路樹づくりを掲げ、具体的な取組

を示すとともに、計画期間である今後10年間の達

成目標を定める予定でございます。 

具体的な取組として、街路樹の改善につきま

しては、達成目標を年間35路線、10年間で350路

線とし、計画的に取組を推進するよう考えており

ます。 

今後の予定としては、令和７年夏頃の方針改

定を目指しておりまして、市民ニーズを捉え、寄

り添いながら取組を推進し、良好な住環境づくり

に努めてまいりたいと考えております。 

●伴 良隆委員  最初にご答弁いただいた都市

の緑、そして、緑豊かな住環境といった流れでご

ざいます。これは、やはり暮らしやすさだという

ふうに私は思っております。 

先ほどの大通公園の緑も含めてでございます

けれども、決して経済ありきではなくて、生活

者、そして市民ファーストで進めていただきたい

という中において、魅力アップ剪定も含めてであ

りますけども、ふさわしい緑の都市ということ、

そして郊外の住宅地も含めて、守っていっていた

だきたいというふうに思います。 

●篠原すみれ委員  私からは、札幌市豊平川さ

け科学館について伺います。 

まず、さけ科学館の現在の活動状況について

です。 

当館は、サケの回帰事業を通じて、生物や自

然環境の保全に関する知識の普及啓発を行い、自

然の豊かな都市環境の形成に寄与することを目的

として、1984年、南区に開設されました。 

きっかけは、カムバックサーモン運動という

市民運動で、それは、戦後の高度成長期による水

質悪化により、サケの回帰が途絶えていたことに

対するものでした。その運動は、テレビＣＭでも

タイアップされるなど、社会現象とも呼べるほど

で、市民の力で、本市の環境を復活させた意義の

あるものと言えます。 

施設は決して大きくない規模ですが、サケを

中心に、札幌の自然環境と豊平川の生態系につい

て深く学べる工夫がなされております。 

運営については、2024年第４回定例市議会に

おいて、指定管理者は引き続き、公益財団法人札

幌市公園緑化協会に決定したところです。 

さらには、最近の大きな動きとして、2024年

３月に、さけ科学館がさっぽろの動物園ステップ

アップ制度における準認定施設登録の第１号とな

りました。これは札幌市動物園条例に基づいて、

生物多様性の保全や動物福祉の向上に取り組む市

内の施設を認定し、広報の協力や助言などの支援

を行う制度です。2023年４月から開始された制度

で、現時点では準認定施設はさけ科学館のみであ

り、さらに上のランクと言える認定動物園や優良

認定動物園に認定された施設はまだございませ

ん。 

また、東白石小学校では、子どもたちに命や

自然環境を大切にする心を育んでもらおうと、さ

け科学館の協力の下で、児童がサケの稚魚を飼育

し、豊平川に放流するという体験学習を毎年行っ

ており、これまで40回以上実施しております。 
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このように、施設での展示以外にも様々な活

動を行っているという話を聞いております。 

そこで質問ですが、さけ科学館の現在の活動

状況について伺います。 

●鈴木みどりの管理担当部長  さけ科学館の現

在の活動状況についてお答えいたします。 

サケの稚魚の放流は、開館から継続して行っ

ておりますが、現在は人工的にふ化させた個体よ

りも、野生のサケのほうが遺伝的に強いことか

ら、野生のサケの保全活動に重きを置いておりま

す。 

サケの保全活動としましては、産卵環境の改

善や、放流魚のモニタリング調査などを行ってお

ります。 

また、市内の河川において、長年、淡水魚や

水生生物に関する調査研究を行っており、蓄積し

た成果や知見を行政機関や研究機関に提供してい

るところでございます。 

教育活動としましては、館内での展示、解説

のほか、体験放流や卵を取り出す採卵実習、市内

の河川でのサケの観察会などを行っております。 

このほか、カワシンジュガイなどの希少種の

保全や、ウチダザリガニなどの特定外来生物の駆

除など、サケに限らず、生物多様性の保全につな

がる活動も行っているところでございます。 

●篠原すみれ委員  施設での展示以外にも、専

門性の高い様々な活動をされていることが分かり

ました。引き続き、サケをはじめとした生物多様

性の保全などの活動に期待しております。 

次に、さけ科学館の入館者数について質問い

たします。 

さけ科学館の入館者数については、開設当初

は14万人程度、現在は５万人程度と伺いました。 

 イベント時の利用者アンケート調査では、毎年

高評価を得ているとのことですので、入館者数の

減少の要因は、さけ科学館の存在やよさが、広く

市民に知られていないことも一つと考えられま

す。 

札幌出身であっても、さけ科学館のことを知

らない、名前は知っているけど行ったことはない

という方が周りに多く、認知度は低い印象です。 

私は昨年、子どもと一緒に当館に行きまし

た。想像以上に専門的な雰囲気の施設でしたが、

気軽に生態系や自然環境の大切さを学ぶことがで

きるすばらしい場所であると感じました。 

入館料は無料、駐車場も曜日や時期によって

は無料であるにもかかわらず、これだけ市民に知

られていないのは、施設のよさが市民に伝わって

いないということであり、非常に残念な思いを抱

きました。加えて、現在の施設やサービスが、果

たして今の時代や市民のニーズに合っているもの

なのか気になりました。 

そこで質問ですが、入館者数の減少に対する

考えについて伺います。 

●鈴木みどりの管理担当部長  入館者数の減少

に対する考えについてお答えいたします。 

さけ科学館では、入館者数には反映されない

ものの、河川での観察会や体験実習、小学校から

大学までの出前授業、行政機関、民間団体による

イベントへの協力依頼は増加しております。 

また、水生生物の調査研究を行っている施設

は、市内にはほかにないため、大学や行政機関か

らの問合せへの対応や、共同研究等も実施してい

る状況でございます。 

しかしながら、開設から40年が経過し、当時

のカムバックサーモン運動を知らない市民が増

え、さけ科学館を訪れる機会が減少していること

などが、入館者数減少の一因になっているものと

考えます。 

さけ科学館は、これまで校外学習の場として

活用されておりまして、今後も多くの小中学生に

来館していただくため、札幌市の小学校、中学校

の校長会において、さけ科学館で行っている教育

活動の広報を行ったところでございます。 

●篠原すみれ委員  ただいまのご答弁で、私た

ちに直接伝わらないところでもたくさんの需要が

あることが分かりました。 

それらは直接、入館者数に反映されるもので
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はないですけれども、実際、入館者数の減少が施

設の魅力や、そして、市民の評価を表すものでは

ないということも理解しましたが、一方で、認知

度の低さは、施設の広報活動やＰＲ不足も影響し

ていると考えます。 

施設には、Ｘのアカウントがあり、まめに情

報発信がなされていますが、ホームページや案内

のリーフレットについては、せっかく多くの新し

い情報が掲載されているものの、見やすさに物足

りなさを感じます。 

利用料金が無料で、指定管理費と自主事業収

入で運営しているため、広報にかけられる費用は

限られてしまうかもしれませんが、施設のよさを

しっかりとアピールさせる取組を行っていただき

たいです。 

札幌市内には、サンピアザ水族館や、一昨年

オープンしたばかりのＡＯＡＯという水生生物を

展示している施設があります。また、水生生物と

いうジャンルにとらわれなくとも、本市が運営す

る様々な施設で、さけ科学館と同じように無料で

楽しめる、例えば、札幌市民防災センターや札幌

市水道記念館、札幌市交通資料館など、たくさん

ございます。それぞれ、施設の規模や特色は全く

違いますが、だからこそ、このような施設と連携

したイベントを行ったり、別の施設に足を伸ばし

たくなるような仕掛けを施したりするのも、有効

なＰＲの手段となるのではないでしょうか。 

そして何よりも、都市河川で野生のサケが世

代をつないで回帰し、産卵することは、世界的に

誇れる札幌の自然であるという唯一無二の特徴を

積極的にＰＲすることが重要です。 

その一方で、さけ科学館に求められる役割

は、開設当初に比べて多様化しているとも考えら

れます。 

そこで質問ですが、さけ科学館の今後の展望

について伺います。 

●鈴木みどりの管理担当部長  さけ科学館の今

後の展望についてお答えいたします。 

さけ科学館を取り巻く環境は、生物多様性の

保全や環境共生の重要性、それから、動物福祉へ

の配慮、放流事業に対する知見など、開設時とは

大きく変化しております。 

開設から40年が経過し、現在の施設やサービ

スが、今の時代や市民のニーズに合っているもの

かという点も含め、位置づけや役割、機能などの

さけ科学館の在り方について、関係機関などと十

分協議の上、検討を進めてまいりたいと考えてお

ります。 

併せて、現在のさけ科学館の認知度を高める

ため、委員ご指摘の他の施設との連携したイベン

ト、こういったことなども検討してまいりたいと

考えております。 

●篠原すみれ委員  開設時と状況が変わってお

り、今後の在り方を検討していく必要があるとの

ご答弁でした。 

建物の老朽化に対する見直しだけではなく

て、今後の在り方について、しっかりと検討して

いただきたいです。 

近年、私たちの生活の中でも、生物多様性や

環境共生、動物福祉といった考え方がますます重

要になってきております。 

第２次札幌市まちづくり戦略ビジョンに掲げ

る基本目標の17、身近なみどりを守り、育て、自

然と共に暮らすまちや、昨年３月に策定された生

物多様性さっぽろビジョンに掲げる、北の生き物

と人が輝くまちさっぽろを具現化するために、さ

け科学館が不可欠な施設であることは間違いあり

ません。 

また、サケをはじめとした淡水魚や水生生物

に関する調査研究の成果や知見を、行政機関や研

究機関等に提供しているとのことで、その専門的

な見地による多方面への貢献度はすばらしいもの

と思います。 

ほか、2013年10月に立ち上がった生物多様性

さっぽろ活動拠点ネットワークの19の施設の一つ

であり、市内の環境関連施設との協働の取組も

行っております。 

先ほど、認知度が低いのではと言及した一方
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でございますが、開設40周年を記念したことで、

近頃、メディアで取り上げられているというふう

に、そして、市民の方から頑張っている施設だね

という声も私のところに届いております。 

今後も引き続き、さけ科学館に注目していき

たいと考えております。よりよい施設となるため

の検討を着実に、確実に進めていただくことを求

めて、私からの質問を終わります。 

●脇元繁之委員  最後ですので、森委員にな

らって、滑舌よくいきたいと思います。 

私からは大通公園の在り方と、地域と創る公

園再整備事業の大きく２点にわたって質問をさせ

ていただきたいと思います。 

まず最初に、大通公園の在り方についてお伺

いいたします。 

今年のさっぽろ雪まつり会場には、外国人観

光客など約232万人が来場し、そのうちのメイン

会場である大通公園には、177万人が押し寄せた

と伺っております。 

今年１月の有識者による大通公園を議論する

検討会では、今後の大通公園のあり方が示されま

して、その中で、大通公園でのイベントの種類や

期間、それに、使用範囲が増えたことによって、

市民が日常利用できる期間や施設、エリアの制限

が広がって、市民からは、イベントで占有されて

いる印象があるとか、イベント時には人が多くな

り歩けない、休めないといった意見が出されてい

ることが紹介されておりました。 

そこで、まず最初に、大通公園において、ど

のようなイベントが開催されて、どのぐらいの期

間、占有されているのかお伺いいたします。 

●鈴木みどりの管理担当部長  大通公園におけ

るイベントの開催状況についてお答えいたしま

す。 

まず、大通公園でどのようなイベントが開催

されているかにつきましては、大小様々なイベン

トが開催されており、その中でも、札幌市が主催

または共催となっている大規模なイベントとして

は、さっぽろ夏まつり、さっぽろ雪まつり、それ

からオータムフェストなど、１年間で11のイベン

トが開催されております。 

次に、占用されている期間につきましては、

先ほど述べた大規模イベントが開催されている丁

目では、イベント開催のための設営、それから撤

去、これを含めた占用期間が令和６年度で285日

間となっております。 

●脇元繁之委員  何と、このイベント、１年間

のうち285日ということで、約８割がイベントで

占有されているということでありました。 

大通公園は都心部にあって、交通至便なとこ

ろでもありますから、イベント主催者にとっては

集客しやすいという側面もあると思いますが、大

通公園、ちょっと疲れ切っているんじゃないかと

率直に思うわけであります。 

かなりの使用の負担があるんじゃないかなと

も考えられるんですが、そこで、２点目としてお

伺いしたいのですが、公園使用を許可するに当た

り、イベント主催者に対して、どのような注意事

項を付しているのかお聞かせください。 

●鈴木みどりの管理担当部長  イベント主催者

への注意事項についてお答えいたします。 

公園施設に過度な負担を与えたり、市民利用

に支障を及ぼしたりしないよう、毎年12月に、翌

年度の大規模イベントに係る連絡調整会議を開催

しまして、主催者に対して文書及び口頭で注意事

項の周知を行っているところでございます。 

具体的には、原則として芝生及び樹林帯への

占用物の設置や、資材の仮置き等は認めないこ

と。そして、消防署、警察署などの関係各所と十

分に協議し、指示及び指導に従うこと。それか

ら、撤去後に園路や芝、ベンチ等の公園施設に破

損、汚損が見られた際は、主催者に原状復旧して

もらう場合があること。このほかにもいろいろあ

りますが、こういった注意事項を付しているとこ

ろでございます。 

また、それぞれのイベントの申請時には、設

置物等の詳細な図面を提出させまして、芝生エリ

アに設置物がないことを確認したり、イベント開
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催期間中には現地を確認するなどして、注意事項

を遵守してもらうよう徹底しているところでござ

います。 

●脇元繁之委員  公園の使用許可に当たって、

主催者に対して細かい注意事項を伝達して、公園

施設に過度な負担を与えたり、市民利用の支障を

及ぼしたりしないよう配慮している点については

理解をいたしました。 

そこで次に、これまで有識者による議論が行

われてきた大通公園のあり方検討についてお伺い

したいと思います。 

このたび、取りまとめた成果の中には、芝生

や花壇に一層親しむことのできる環境を創出する

とか、樹木や芝生からなるみどりの軸を形成する

と銘打っておりまして、ここに、大通公園を緑豊

かな空間にすべきとの強い思いがにじんでいくこ

とと思います。 

そのような中、別の箇所では、イベントが盛

んに行われている西５、６、７丁目において、芝

生と舗装のバランス再編を検討して、イベントを

開催しやすい空間を実現するとしております。 

ただ、これでは舗装面積が増えたり、イベン

トで、今より多くの人が公園に押し寄せることに

よって、貴重な緑地に負荷がかかってしまうので

はないかとも思うわけです。 

そこでお伺いいたしますが、今後の大通公園

の在り方検討に当たっては、イベント開催を理由

に芝生の面積を減らすことがないようにすべきと

思いますが、いかがかお考えをお聞かせくださ

い。 

●高橋みどりの推進部長  大通公園のイベント

と芝生との関係についてお答えいたします。 

今回取りまとめました大通公園のあり方で

は、都心のオアシス機能を果たす樹木、芝生、水

景空間を継承するとともに、一部の場所では、市

民に親しまれているイベントを開催しやすい空間

を実現するとしたところでございます。 

今後の大通公園の施設計画におきましては、

公園全体での緑の量を保ちつつ、イベントがしや

すい空間に配慮しながら、芝生ゾーンや舗装部の

再配置を図り、緑豊かな公園の実現に向けて検討

を進めてまいりたいと考えております。 

●脇元繁之委員  芝生を管理していくことが大

変だということはよく分かりますが、芝生は子ど

もからご高齢の方々まで、そこに座ったり、寝そ

べったりすることによって、緑を体感し、気持ち

が癒される都心のオアシスでもありますから、今

以上に芝生部分を減らしたり、芝生に負荷をかけ

ることのないようお願いをしておきます。 

もう一つ、芝生と並んで、大通公園の緑の量

を保っているのは樹木です。大通公園周辺では、

明治生命ビルや道銀ビルなど、建物の老朽化に伴

う更新が進んでおりますが、大通公園そのもの

も、平成の再整備に向けて、木が中ぐらいだった

り、高い木だったものが大きく育っている状況に

ある一方で、一部に、かなり年数を刻んだ老木や

腐食化しつつある樹木も見受けられるとのことで

す。 

大通公園における緑の空間の維持、向上に当

たっては、芝生とともに樹木をどう育て、管理し

ていくかが重要な要素であります。 

ご承知のように、緑を確保するといっても、

いきなり大きな木を植えることはできませんし、

一度伐採して、改めて植栽しても、大きくなるま

でに何十年もかかるわけであります。 

そこで質問ですが、大きく育った樹木を残す

ために、どのような維持管理をされているのか。

また、このたび策定する大通公園のあり方を踏ま

えて、今後、公園の樹木をよりよくしていくため

にどう取り組んでいくのか、併せてお伺いいたし

ます。 

●高橋みどりの推進部長  大通公園での老木等

対策についてお答えいたします。 

平成の再整備から約30年が経過した現在、樹

木の維持管理については、大きく育った樹木を健

全な状態で残すために、腐朽の有無の目視確認な

どの日常管理や、成長した部分の枝打ち、剪定な

ど必要に応じて行ってきております。 
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大通公園のあり方では、コンセプトの一つ

に、過去と未来を重ね合わせることを位置づけ、

緑豊かな憩いの空間を継承することを位置づける

こととしております。 

この考え方に沿って、樹木を大きく健全に育

てるために、適切な間隔を確保するなど、これま

で以上に質の高い緑の空間を創出してまいりたい

と考えております。 

●脇元繁之委員  大通公園、私は全国に誇れる

イベント空間でもあり、緑地空間でもあり、市民

にとってのオアシス空間でもあると思っておりま

す。 

近く、大通公園のあり方について、検討会を

経た最終の考え方が示されるとのことですので、

その内容を楽しみにしつつ、次の質問に移りたい

と思います。 

質問の大きな２点目は、地域と創る公園再整

備事業についてであります。 

札幌市内には規模の大小はあれ、約2,700か所

の公園があって、これは政令市の中で最も多いと

のことで、こうした多くの公園の存在が、私たち

の市民生活と深く結びついているといっても過言

ではありません。 

そこで、新年度予算を拝見いたしますと、地

域と創る公園再整備費として16億8,800万円が計

上されております。 

その中身としては、17地域、32公園の工事と

10地域、14公園の設計が予定されているとのこと

であります。 

この地域と創る公園再整備事業ですが、行政

側の考えだけではなく、地域住民の要望や意見を

踏まえての事業ということで、公園を身近に感じ

てもらい、楽しく使ってもらう意味でも大変重要

な事業だと思うところであります。 

一方で、本事業は平成23年から始まって10年

以上続いており、地域と創るという言葉の意味を

考えたときに、時代の変化に伴って、地域ニーズ

を把握する方法も工夫していく必要があるのでは

ないかと思うわけであります。 

そこで、お尋ねします。 

公園の再整備を進めるに当たって、より多く

の地域ニーズを把握するために、どのような取組

や工夫をされているのか、お聞かせください。 

●高橋みどりの推進部長  地域ニーズを把握す

る方法についてお答えいたします。 

地域と創る公園再整備事業では、家から歩い

ていけるような身近な公園を対象にしておりまし

て、地域住民へのアンケート調査や意見交換会を

実施してきております。 

加えて、実際に公園を利用することが多い子

どもたちのニーズを把握するため、小学校でのア

ンケート調査や、幼稚園等へのヒアリングを実施

する場合もございます。 

最近では、スマートフォンなどで簡単に回答

できるよう、公園に看板を設置して、ＱＲコード

を用いたウェブアンケートも実施しており、若い

年齢層も含めて多くの意見を集められるように工

夫しているところでございます。 

●脇元繁之委員  地域ニーズを把握するため

に、様々な取組を行っていることを理解させてい

ただきました。 

先ほどの答弁では、子どもたちのニーズを把

握するために、小学校へのアンケート調査等を実

施しているとのことでした。 

公園という空間は子どもたちにとっては、伸

び伸びと体を動かして遊べる大切な場所ですし、

公園整備に当たって、自分たちの意見が反映され

たとしたら、公園への愛着がより深まるだけでは

なくて、社会教育的にもよい経験になるのではな

いかと思います。 

そこで最後の質問ですが、子どもたちの意見

が、実際にどのような形で公園整備に反映されて

いるのかお尋ねします。 

●高橋みどりの推進部長  子どもたちの意見の

反映についてお答えいたします。 

子どもたちからの意見には様々な内容があり

ますけれども、主に遊具などの遊びに関するもの

が多いところです。 
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このため、アンケート調査では、あったらい

いなと思うような遊具の内容を聞き取り、人気が

高かったものを中心に設置するよう努めておりま

す。 

また遊具以外では、自由に遊べる広場や、そ

り遊びができる築山が欲しいという意見も受け

て、これらを設置することもございます。 

今後も、公園の主な利用者が子どもたちであ

るということを踏まえながら、地域ニーズを公園

整備に反映できるよう努めてまいりたいと考えて

おります。 

●脇元繁之委員  ぜひ、これからも、やはり子

どもたちが利用するということでありますから、

この子どもたちの声をしっかり受け止めながら、

地域のニーズを、公園整備に反映できるよう努め

ていっていただきたいと思います。 

大通公園のあり方、そして地域と一体となっ

た公園再整備について、多くの項目にわたってお

聞きしたところ、丁寧なご答弁をいただき、あり

がとうございました。 

多くの方々が緑あふれる公園で、気持ちの安

らぎを覚え、イベントを楽しみ、そしてまた、子

どもたちも楽しく遊び回ることができるよう、公

園の再整備と維持管理に努めていただくことを切

に要望して、私からの質問を終わります。 

●かんの太一委員長  以上で、第６項、公園緑

化費のうち、建設局関係分の質疑を終了いたしま

す。 

以上で本日の質疑を終了いたします。 

次回の委員会ですが、３月５日水曜日、午後

１時から、下水道河川局及び水道局関係の質疑を

行いますので、定刻までにご参集ください。 

本日はこれをもちまして散会いたします。 

    ―――――――――――――― 

      散 会 午後５時21分 

 


